
北
海
道

の
国
立
公
園

の
始
ま
り

と

二

一
世
紀

の
あ

る

べ
き
姿

阿
寒

・
大
雪
山
の
国
立
公
園
指
定
七
〇
周
年
に
寄
せ
て

俵

浩

三

(たわ ら ひろみ)

1930年 東京都生まれ。

千葉大学園芸学部卒業。専修大学北海

道短期大学名誉教授、学術博士。

著書に 『牧野植物図鑑の謎』『緑の文化

史一自然と人間のかかわ りを考える』

など。

6

本
文
の
ね
ら

い

一=

世
紀
に
北
海
道
が
め
ざ
す
べ
き
道
に
は
、
「観
光
立

国
」
が
大
切
な
選
択
肢
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の

場
合
、
北
海
道
が
誇
る
国
立
公
園
を
始
め
と
す

る
自
然
公

園
の
特
性
を
ど
う
生
か
す
の
か
、
あ
る
い
は
殺

し
て
し
ま

う
の
か
は
、
き
わ
め
て
重
要
な
岐
路
と
な
る
。

阿
寒
と
大
雪
山
は
日
本
の
国
立
公
園

の
第

一
期
指
定
組

で
、
昨
年
、
指
定
七
〇
周
年
を
迎
え
た
。
そ
こ
で
阿
寒
や

大
雪
山
は
、ど
の
よ
う
に
し
て
国
立
公
園
と
な

っ
た
の
か
、

ま
た
阿
寒
と
大
雪
山
が
指
定
さ
れ
た
後
、
北
海
道
で
は
優

れ
た
自
然
の
風
景
地
が
ど
の
よ
う
に
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ

れ
、
阿
寒

・
大
雪
山
に
つ
づ
く
国
立
公
園
、
国
定
公
園
な

ど
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
か
、
七
〇
年
の
歴
史

を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

そ
の
う
え
で
現
在

の
北
海
道
の
国
立
公
園
な
ど
は
、
全

国
的
な
視
野
、
あ
る
い
は
世
界
的
な
視
野
で
み
る
と
、
ど

の
よ
う
な
特
性
と
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
の
か
、
一
=

世

紀
に
は
そ
の
特
性
を
ど
う
伸
ば
す
べ
き
な
の
か
、
将
来
像

を
考
え
て
み
た
い
。

戦
前
指
定

の

一
二
国
立
公
園

現
在
の
日
本
に
は
二
八
の
国
立
公
園
が
あ
る
が
、
そ
の

う
ち
阿
寒

・
大
雪
山
を
含
む

一
二
の
国
立
公
園
は
昭
和
戦

前
に
指
定
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち

一
九
三
四

(昭
和
九
)
年

三
月
に
、
瀬
戸
内
海
、
雲
仙
、
霧
島

の
三
公
園
が
、
つ
づ

く
同
年

一
二
月
に
、
阿
寒
、
大
雪
山
、
日
光
、
中
部
山
岳

の
五
公
園
が
国
立
公
園
と
な

っ
た
。
さ
ら
に
三
六

(昭
和

一
一
)
年
二
月
、
十
和
田
、
富
士
箱
根
、
吉
野
熊
野
、
大

山
の
四
公
園
が
指
定
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
三
四
年
指
定

の
八
国
立
公
園
は
、
昨
年

(〇
四
年
)
で
指
定
七
〇
周
年

を
迎
え
た
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
日
本
の
国
立
公
園
が
意
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
明
治
末
期
か
ら
で
、
明
治
五
〇
年
を
記
念
し

て
万
国
博
覧
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
日
本
を
代
表
す

る
富
士
山
を
大
公
園
に
し
よ
う
と
い
う
発
想
が
あ
り
、
そ

れ
と
前
後
し
て
日
光
を
帝
国
公
園
に
し
よ
う
、
珍
し
い
自

然
物
や
大
木
を
天
然
記
念
物
に
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
も

で
て
き
た
。

一
〇
～

=

(明
治
四
三
～
四
四
)
年
の
国

会
で
は
、「富
士
山
を
中
心
と
す
る
国
設
大
公
園
設
置
に
関

す
る
建
議
」
「
日
光
山
を
大
日
本
帝
国
公
園
と
為
す
の
請

願
」
「史
蹟
及
び
天
然
記
念
物
保
存
に
関
す
る
建
議
」
「老

樹
大
木
保
護
の
法
を
設
定
せ
ら
れ
た
き
請
願
」
な
ど
が
論

議
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
が
発
想
さ
れ
た
背
景
に
は
、

ア
メ
リ
カ
の
国
立
公
園
や
ド
イ
ッ
の
天
然
記
念
物
な
ど
、

欧
米
先
進
国
の
自
然
保
護
制
度
に
な
ら
お
う
と
す
る
意
識

が
働
い
て
い
た
。

結
果
的
に
は
明
治
五
〇
年
は
幻
と
な
り

(明
治
は
四
五

年
で
終
わ
り
)
、
天
然
記
念
物
の
制
度
が

一
歩
先
行
し
、
一

九

(大
正
八
)
年
に
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
法

(文

化
財
保
護
法
の
前
身
)
が
成
立
し
た
。
天
然
記
念
物
は
内

務
省
で
所
管
し
て
い
た
が
、
内
務
省
で
は
天
然
記
念
物
の

法
制
が
と
と
の
う
と
、
次
は
国
立
公
園
の
番
だ
、
と
二
〇

(大
正
九
)年
に
新
進
の
造
園
学
者
の
田
村
剛
林
学
博
士
を

採
用
し
、
国
立
公
園
の
制
度
や
候
補
地
を
研
究
さ
せ
た
。

そ
こ
で
田
村
は
全
国
か
ら
情
報
を
集
め
、
二

一

(大
正

一

〇
)
年

に

一
六
ヵ
所
の
国
立
公
園
候
補
地
を
選
ん
だ
。
そ

れ
は
①
阿
寒
湖
、
②
登
別
温
泉
、
③
大
沼
公
園
、
④
十
和



田
湖
、
⑤
磐
梯
山
、
⑥
日
光
、
⑦
富
士
山
、
⑧
立
山
、
⑨

白
馬
岳
、
⑩
上
高
地
、
⑪
大
台
ヶ
原
、
⑫
大
山
、
⑬
小
豆

島
お
よ
び
屋
島
、
⑭
阿
蘇
山
、
⑮
雲
仙
岳
、
⑯
霧
島
山
で

あ
る
。
三
〇

(昭
和
五
)
年
に
は
国
立
公
園
を
審
議
す
る
た
め
、

学
識
経
験
者
か
ら
な
る
国
立
公
園
調
査
会
が
設
置
さ
れ
、

翌
三

一

(昭
和
六
)
年
に
は
国
立
公
園
法

(自
然
公
園
法

の
前
身
)
が
成
立
し
た
。
こ
の
と
き
の
国
立
公
園
法
提
案

理
由
に
は
、
「国
立
公
園
を
設
定
し
我
が
国
天
与

の
大
風
景

を
保
護
開
発
し
、

一
般
の
利
用
に
供
す
る
は
国
民
の
保
健

休
養
上
緊
要
な
る
時
務
に
し
て
、
か
つ
外
客
誘
致
に
資
す

る
所
あ
り
と
認
む
」
と
あ
る
。
こ
の

「保
護
開
発
」
と
い

う
表
現
は
、
国
立
公
園
の
基
本
的
性
格
と
し
て
保
護
を
重

視
す
る
の
か
、
開
発
を
重
視
す
る
の
か
あ
い
ま
い
で
あ
る

が
、
後
に
つ
づ
く
保
健
休
養
や
外
客
誘
致
か
ら

は
、
「利
用

の
た
め
の
開
発
」
に
傾
斜
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

国
立
公
園
の

「保
護
開
発
」
ま
た
は

「保
護
利
用
」
を
ど

う
解
釈
し
、
ど
う
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
て
運
用
す
る
か
は
永
遠

の
課
題
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
最
後
に
ふ
れ
る
こ
と
と
し
て
、

法
の
成
立
と
と
も
に
国
立
公
園
調
査
会
は
法
律

に
も
と
つ

く
国
立
公
園
委
員
会

(現
在
の
審
議
会
に
相
当
)
と
な
り
、

実
際
の
国
立
公
園
の
選
定
は
、
こ
の
委
員
会
の
中
に
設
け

ら
れ
た
国
立
公
園
選
定
委
員
会
に
委
ね
ら
れ

る
こ
と
と

な
っ
た
。

大
雪
山
は
七
番

・
阿
寒
は
八
番

国
立
公
園
委
員
会
が
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で
国
立
公
園

を
選
ぶ
べ
き
か
の
方
針
と
し
て
は
、
①
我
が
国

の
風
景
を

代
表
す
る
自
然
の
大
風
景
地
で
あ
る
こ
と
、
②
同

]
形
式

の
風
景
を
代
表
し
て
傑
出
し
て
い
る
こ
と
、
③
大
面
積
で

あ
る
こ
と
、
④
地
形
が
雄
大
か
風
景
が
変
化
に
富
ん
で
い

る
こ
と
、
の
四
点
を
必
要
条
件
と
し
、
そ
の
他
に
、
利
用

に
適
し
た
保
健
的
な
土
地
、
史
蹟

・
天
然
記
念
物
な
ど
の

包
含
、
交
通
の
利
便
性
、
土
地
所
有

(国
有
地
が
有
利
)、

産
業
開
発

(少
な
い
方
が
有
利
)
な
ど
を
副
次
条
件
と
し

て
考
慮
す
る

「選
定
基
準
」
が
合
意
さ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
具
体
的
な
候
補
地
の
絞
り
込
み
は
、
や
は
り
田

村
博
士
が
先
に
選
ん
だ

一
六
候
補
地
が
審
議
の
土
台
と
な

る
。
こ
の

一
六
候
補
地
に
は
北
海
道
か
ら
①
阿
寒
湖
、
②

登
別
温
泉
、
③
大
沼
公
園
が
入

っ
て
い
た
が
、
大
雪
山
は

入
っ
て
い
な
か

っ
た
。
し
か
し
大
雪
山
は
後
に
記
す
事
情

に
よ
り
候
補
地

に
滑
り
込
ん
だ
。
ま
た
⑧
立
山
、
⑨
白
馬

岳
、
⑩
上
高
地
は
地
域
的
に
ひ
と
つ
と
な
る
の
で
、
日
本

ア
ル
プ
ス
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
結
局
、

一
六
の
う
ち
三
ヵ
所
が

一
ヵ
所
に
ま
と
ま
り
、
大
雪
山
が

加
わ
っ
た
の
で

一
五
ヵ
所
が
、
国
立
公
園
委
員
会
が
選
ん

だ
最
終
候
補
地
と
な
っ
た
。

国
立
公
園
委
員
会
に
は
、
地
質
地
形
、
植
物
、
動
物
、

林
学
、
観
光
、
法
律
、
行
政
な
ど
各
分
野
の
、
当
時
の
第

一
人
者
が
集
ま

っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
手
分
け
し
て
候

補
地
の
現
地
調
査
を
行
な

っ
た
が
、
そ
れ
に
優
劣
を
つ
け

る
の
は
、
「選
定
基
準
」
に
よ
り
客
観
性
を
も
た
せ
よ
う
と

し
て
も
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
尺
度
の
差
が
あ
り
、
個
人
的
な

好
み
も
あ
る
か
ら
、
な
か
な
か
難
し
い
。
結
局
、
こ
の
委

員
会
で
も
論
議
を
リ
ー
ド
し
た
の
は
幹
事
役
の
田
村
だ
っ

た
ら
し
い
。

田
村
博
士
は

「
日
本
の
国
立
公
園
の
生
み
の
親

・
育
て

の
親
」
と
い
わ
れ
る
業
績
を
残
し
た
が
、
七
九

(昭
和
五

四
)
年
に
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
没
後
に
関
係
者
が
膨
大
な

遺
品
の
資
料
を
整
理
し
た
と
こ
ろ
、
興
味
ふ
か
い
こ
と
に
、

こ
の
国
立
公
園
委
員
会
で
論
議
し
た
国
立
公
園
候
補
地

に
、
田
村
が
自
ら
優
劣
の
序
列
を
つ
け
た
メ
モ
が
発
見
さ

れ
た
。
そ
れ
が
図
1
で
あ
る
。

手
書
き
資
料
に
よ
る
こ
の

「順
位
決
定
表
」
に
は
、
先

に
紹
介
し
た

「選
定
基
準
」
の
地
学
型
式
に
よ
る
順
位

(風

景
の
土
台
と
な
る
地
形
地
質
)、
植
物
型
式
に
よ
る
順
位

(地
表
を
被

っ
て
風
景
を
装
飾
す
る
植
物
群
落
)
と
、
そ
の

他
の
条
件
も
加
味
し
た
総
括
に
よ
る
順
位
が
記
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
田
村
博
士
の
頭
の
中
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
候

補
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
が
詰
め
込
ま
れ
て
い
た
の
だ

ろ
う
が
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
た
ら
し
く
、
途
中
で
順
位
の

訂
正
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
大
沼
の
場

合
は
、

一
三
番
が
消
さ
れ
、

一
四
番
が
消
さ
れ
、
最
終
的

に
は
最
下
位
の

一
五
番
と
い
う
総
括
順
位
と
な
っ
た
。
こ

の
総
括
順
位
を
整
理
す
る
と
、
①
富
士
、
②
日
本
ア
ル
プ

ス
、
③
十
和
田
、
④
阿
蘇
、
⑤
瀬
戸
内
海
、
⑥
日
光
、
⑦

大
雪
山
、
⑧
阿
寒
、
⑨
霧
島
、
⑩
吉
野
群
山
、
⑪
大
山
、

⑫
雲
仙
、
⑬
登
別
お
よ
び
支
笏
、
⑭
磐
梯
お
よ
び
吾
妻
、

⑮
大
沼
の
順
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な

「案
」
を
も

つ
田
村
博
士
が
幹
事
役
の
国

立
公
園
委
員
会
は
、
三
二

(昭
和
七
)
年
に
何
回
も
会
議

を
重
ね
た
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
審
議
が
な
さ
れ

た
の
だ
ろ
う
か
。
『日
本
の
国
立
公
園
』
(国
立
公
園
協
会
、

】
九
五

一
)
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

「北
海
道
の
候
補
地
の
中
で
、
阿
寒

・
大
雪
山
・
登
別
お

よ
び
支
笏
湖
の
三
者
と
、
さ
ら
に
こ
れ
と
関
連
あ
る
十
和

田
湖
と
に
関
し
て
、
国
立
公
園
選
定
基
準
に
照
ら
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
詳
細
な
比
較
資
料
を
作
成
し
て
、
…
審
議
の
資

料
に
供
し
、
大
雪
山
が
自
然
的
条
件
で
は
最
も
優
れ
て
い

る
が
、利
用
上
で
は
登
別
お
よ
び
支
笏
湖
が
勝

っ
て
お
り
、

後
者
は
む
し
ろ
阿
寒
候
補
地
と
類
似
型
で
、
こ
れ
に
劣
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。」
「
国
立
公
園
選
定

委
員
会
は
回
を
重
ね
、
ま
た
場
所
を
変
え
て
行
わ
れ
た
が
、

地
方
の
陳
情
は
各
委
員
を
困
惑
さ
せ
る
ほ
ど
猛
烈
を
極
め

た
。

一
四
候
補
地
に
大
雪
山
を
追
加
す
る
こ
と
は
認
め
ら

7



れ

て

い
た

の

で
、

一
五

ヵ
所

と
な

っ
た

が
、

こ

の
う

ち

阿

寒

・
大

雪

山

・
十

和

田

・
日

光

・
富

士

・
口
本

ア

ル
プ

ス

・

瀬

戸

内

海

・
阿
蘇

・
霧

島

の
九

ヵ
所

に

つ

い
て

は
、

全

員

異

議

な

く

、

登

別

お

よ
び

支

笏

湖

・
大
沼

・
磐

梯

吾

妻

・

大

山

・
吉

野

お

よ
び

熊

野

・
雲

仙

の
六

ヵ
所

に

つ
い
て
、

意

見

が

出

た

わ

け

で
、

大

沼

以

下

三

ヵ
所

に

つ
い
て

は

発

言

少

な

く

、
大

台

ヶ
原

お
よ

び

大
峯

山

を

海

岸

ま

で
拡

げ

て
区

域

と

す

る
吉

野

熊

野

に

つ
い
て

は
、

遂

に
少
数

の
反

対

意

見

が

屈
伏

し

て
拡

張

入

選

と
決

ま
り

、

最
後

に
雲

仙

が
残

っ
て
、

こ

れ
も

も

み

に
も

ま

れ
た

結

果

、

選
ば

れ

る

「

}1

i

こ

と

と
な

る

と
、

こ

れ

に

つ
れ

て
風

景

の
質

に

お

い
て
雲

仙

に
勝

る

と
称

せ
ら

れ

れ

る

大

山

は
、

地

理
的

分

布

の
関

係

か
ら

拾

わ

れ

る

こ
と

と

な

り
、

結

局

一
二

ヵ
所

が

選

定

委

員

会

で

と

り
あ

げ

ら

れ

る

こ

と

に
な

っ
た

の

は
、
(三

二

年

)

九

月

二

四
日

の
医

師
会

館

に

お
け

る
特

別

委

員

会

で

あ

っ
た
。
」

こ
う

し

て
戦
前

の

一
二
国

立

公

園

は
指

定

の
方

向

が

見

え

て
き

た
が

、

興
味

深

い
の

は
、

前

の
引

用

の

「
九

ヵ
所

に

つ

い
て
は

全
員

異

議

な
く

」

と

い
う
九

ヵ
所

は

、

田
村

博

士

に

よ
る

順
位

の
①

か
ら

⑨

と

ぴ

っ
た
り

一
致

し

て

い

る

こ
と

で
あ

る
。

喜

','一 層'一 一一 馴:

の手 書 きメ モ(国 立 公 園候 補 地 の順 位 決 定 表 ・1932年)

No.591、2001年3月 号 か ら)
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図1田 村剛博士

(国立公園

な
お
こ
れ
で
明
ら
か
な
よ

う
に
、
登
別
お
よ
び
支
笏
湖

の
候
補
地
が
落
選
し
た

の

は
、
選
定
基
準
に
よ
る

「同

一
型
式
の
風
景
を
代
表
し
て

傑
出
し
て
い
る
こ
と
」
で
、

火
山

・
カ
ル
デ
ラ
湖
と
い
う

同

一
型
式
の
中
で
、
阿
寒
や

十
和
田
に
及
ば
ぬ
と
い
う
評

価
が
な
さ
れ
た
た
め
で
あ

る
。
ま
た
大
沼
が
落
選
し
た

の
は
、
『北
海
道
に
於
け
る
国

立
公
園
候
補
地
調
査
概
要
』

(北
海
道
庁
拓
殖
部
、
一
九
三

一
)
の
中
に
、
「
(大
沼
お
よ

び
駒
ケ
岳
は
)
こ
れ
と
同

一

型
式
た
る
裏
磐
梯
の
風
景
に

ご
う
と
う

比
し
て
、
彼
の
豪
宕
な
る
に

及
ば
ざ
る
感
あ
り
」
と
記
さ

れ
て
お
り
、
北
海
道
庁
で
は

最
初
か
ら
あ
き
ら
め
て
い
た

節
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
の
代
わ
り
北
海
道
庁
は
後
に
記

す
よ
う
に
、

一
六
候
補
地
に
入

っ
て
い
な
か
っ
た
大
雪
山

を
候
補
地
に
滑
り
込
ま
せ
る
こ
と
に
、
努
力
を
傾
け
た
の

で
あ
る
。

大
沼
公
園
創
設
か
ら
阿
寒
候
補
地

へ

田
村
博
士
が

一
九
二

一

(大
正

一
〇
)
年
に
全
国
か
ら

一
六
の
国
立
公
園
候
補
地
を
選
ん
だ
と
き
、
北
海
道
か
ら

①
阿
寒
湖
、
②
登
別
温
泉
、
③
大
沼
公
園
が
入

っ
て
い
た

が
、
そ
の
背
景
に
は
何
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
大
正
中

期
の
北
海
道
は
、
明
治
と
と
も
に
始
ま
っ
た
開
拓
が

「五

〇
年
」
を
迎
え
、
や

っ
と
未
開
の
大
地
を
切
り
開
く
開
拓

が

一
段
落
し
、
新
開
地
の
量
的
拡
大
よ
り
も
、
農
地
の
肥

培
や
森
林
の
保
護
な
ど
質
的
充
実
に
も
目
が
向
け
ら
れ
る

よ
う
に
な

っ
た
時
代
で
あ
る
。
本
州
か
ら
移
住
し
た
開
拓

民
も
、
北
海
道
の

「名
所
旧
跡
」
に
関
心
を
抱
く
余
裕
が

で
て
き
た
。

興
味
深
い
こ
と
に
、

一
八

(大
正
七
)
年
に
発
行
さ
れ

た

『北
海
道
百
番
付
』
(富
貴
堂
発
売
)
と
い
う
小
冊
子
が

残

っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「金
満
家
番
付
」
「札
幌
芸
妓
番

付
」
「小
樽
芸
妓
番
付
」
を
始
め
と
し
、
「珍
地
名
番
付
」

「あ
べ
こ
べ
番
付
」
な
ど
遊
び
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、

「名
所
旧
跡
番
付
」
も
あ
る

(図
2
)。
こ
れ
は
当
時
の
北

海
道
民
が
、
北
海
道
の
景
勝
地
を
ど
う
見
て
い
た
か
を
反

映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
大
沼
公

園
は
東
の
横
綱
、
登
別
温
泉
は
東
の
関
脇
、
洞
爺
湖
と
支

笏
湖
が
東
西
の
前
頭
筆
頭
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
阿
寒

湖
は
西
の
前
頭

の
中
ご
ろ
に
小
さ
く
名
前
が
載

っ
て
お

り
、
大
雪
山
は
番
付
に
名
前
を
見
い
だ
せ
な
い
。
な
お
現

在
は
マ
ガ
ン
の
渡
来
で
有
名
な
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
登
録

湿
地
、
美
唄
市
の
宮
島
沼

一
帯
が
、
西
の
前
頭
に

「沼
貝
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図2北 海道の名所旧跡番付(「 北海道百番付」1918)

遊
猟
地
」
し
て
登
載
さ
れ
て
い
る
の
も
、
時
代
を
感
じ
さ

せ
る
。
こ
の
う
ち
大
沼
公
園
は
、
函
館
か
ら
小
樽
を
結
ぶ
鉄
道

(現
在
の
函
館
本
線
)
が
、
民
営
の
北
海
道
鉄
道
と
し
て
〇

四

(明
治
三
七
)
年
に
開
通
し
た
と
き
、
鉄
道
沿
線
の
大

沼

・
小
沼

・
駒
ケ
岳
の
優
れ
た
風
景
を
目
前

に
で
き
る
の

で
世
間
の
注
目
を
集
め
、
北
海
道
庁
で
は
翌
〇
五

(明
治

三
八
)
年
に

「大
沼
公
園
創
設
案
」
を
作
成

し
、
国
有
地

を
借
地
し
て
道
立
公
園
と
し
た
。
な
お
国
有
地
は
二

=
大

正

一
〇
)
年
、
道
庁

へ
払
い
下
げ
ら
れ
、
以
後
は

「大
沼

公
園
管
理
規
則
」
に
も
と
つ
く
公
園
と
な

っ
た
。
だ
か
ら

大
正
中
期
の
大
沼
は
北
海
道
で
最
も
著
名
な
自
然
風
景
地

で
あ
り
、
横
綱
が
当
然
、

一
六
候
補
地
に
選
ば
れ
て
当
然

と
い
う
地
位
を
占
め
て
い
た
。
な
お
鉄
道
の
開
通
に
よ

っ

て
新
し
い
風
景
美
が
発
見
さ
れ
、
そ
こ
が
自
然
公
園
と
な

る
の
は
、
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
フ

(カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ロ
ッ
キ
ー
)

が
国
立
公
園
と
な
っ
た
経
緯

と
共
通
し
て
い
る
。

ま
た
登
別
温
泉
お
よ
び
支

笏
湖

・
洞
爺
湖
は
、
や
は
り

大
正
中
期
に
は
関
脇
か
ら
前

頭
筆
頭
の
著
名
な
自
然
風
景

地
だ

っ
た
か
ら
、
こ
れ
ま
た

田
村
博
士
の
目
に
と
ま

っ
て

当
然
と
い
う
存
在
だ

っ
た
。

し
か
し
阿
寒
湖
の
こ
と
は
当

時

の
田
村
は
よ
く
知
ら
な

か

っ
た
ら
し
い
。
先
の

『口

本
の
国
立
公
園
』
に
は

「北

海
道
の
候
補
地
に
つ
い
て
も

北
海
道
帝
国
大
学
教
授
新
島

善
直
博
士
の
意
見
を
参
酌
し
て

一
応
決
定
さ
れ
て
い
た
」

と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

新
島
教
授
は
北
大
で
林
学
を
講
じ
、
ド
イ
ツ
に
留
学
し

ド
イ
ツ
で
起
こ
っ
た
森
林
美
学
を
[
本
に
始
め
て
紹
介
、

一
八

(大
正
七
)
年
に
は
村
山
醸
造
と
共
著
で

『森
林
美

学
』
を
出
版
し
た
。
だ
か
ら
新
島
は
森
林
風
致
に
関
係
す

る
自
然
保
護
に
深
い
関
心
を
寄
せ
、

一
五

(大
正
四
)
年

に
北
海
道
庁
独
自
の
原
生
天
然
保
存
林
制
度
で
阿
寒
湖
の

中
島
、
屈
斜
路
湖
の
中
島
が
選
定
さ
れ
た
際
に
も
、
指
導

的
役
割
を
果
た
し
た
。
し
た
が

っ
て
田
村
か
ら
国
立
公
園

の
相
談
を
受
け
た
と
き
新
島
は
、
「我
ら
が
挙
げ
た
い
の

は
、
現
時
に
お
い
て
や
や
不
便
で
あ
る
が
、
釧
路
の
男
阿

寒
岳

一
帯
の
地
で
あ
る
。
…
も
し
阿
寒
湖
を
含
ん
で
女
阿

寒
岳
に
至
る

一
帯
の
大
地
積
を

一
天
然
公
園
と
し
た
ら
更

に
可
な
る
と
思
う
も
…
」
(庭
園
、

一
九
二

一
年
二
月
号
)

と

い

っ
て

い
る
。

阿
寒

国
立

公

園

を

最
初

に
発
想

し

た

の

は
新

島

だ

っ
た

と

い

っ
て

よ

い
。

な

お
新

島

は
阿

寒

湖

で

マ
リ

モ
を

見

た
印

象

を

、
「
禁

断

の
木

の
実

に
ふ

る

る
心

地

し

て

ま

り
藻

を

さ

ぐ

る
胸

の

と
ど

ろ

き
」

と
詠

ん

で

い

る
。

そ
し
て
大
雪
山
の
登
場

先

に
記
し
た
よ
う
に

一
九

一
〇
～

一
一

(明
治
四
三

～
四
四
)年
の
国
会
で
は
、
「富
士
山
を
中
心
と
す
る
国
設

大
公
園
設
置
に
関
す
る
建
議
」
が
論
議
さ
れ
た
が
、
実
は

こ
の
と
き
北
海
道
選
出
の
浅
羽
靖
議
員
が
大
活
躍
し
た
。

浅
羽
は
富
士
山
を
国
設
大
公
園
と
す
る
こ
と
に
賛
成
し
た

う
え
で
、
こ
の
よ
う
な
主
旨
の
大
公
園

(浅
羽
は
国
立
公

園
と
い
う
用
語
を
使

っ
て
い
る
)
は
、
富
士
山
だ
け
で
な

く
、
全
国
各
地
に
設
け
る
べ
き
で
、
北
海
道
北
部
で
は
石

狩
川
上
流

(現
在
の
層
雲
峡
付
近
)
を
国
立
公
園
と
す
べ

き
だ
と
訴
え
、
結
果
的
に

「富
士
山
を
中
心
と
す
る
国
設

大
公
園
設
置
に
関
す
る
建
議
」
か
ら

「富
士
山
を
中
心
と

す
る
」と
い
う
表
現
を
削
除
、
「国
設
大
公
園
設
置
に
関
す

る
建
議
」
に
変
更
さ
せ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意

義
は
、
単
に
富
士
山
だ
け
で
な
く
全
国
に
国
立
公
園
を
配

置
す
る
伏
線
と
し
て
、
き
わ
め
て
重
要
な
こ
と
だ

っ
た
。

浅
羽
が
な
ぜ
石
狩
川
上
流
を
国
立
公
園
に
と
訴
え
た
の

か
は
、
当
時
の
愛
別
村
長

・
太
田
龍
太
郎
か
ら
情
報
を
得

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
現
在
の
層
雲
峡
付
近
は
上
川
町
で

あ
る
が
、
当
時
は
愛
別
村
管
内
だ

っ
た
。
太
田
は
愛
別
村

長
に
就
任
す
る
と
す
ぐ
、
愛
別
は
、
旭
川
と
北
見
を
結
ぶ

交
通
の
要
路
で
鉄
道
の
布
設
が
期
待
で
き
る
と
考
え
、
そ

の
路
線
見
込
み
を
石
狩
川
沿

い

(現
在
の
国
道
三
九
号
線

に
相
当
)
に
想
定
し
て
、

一
〇

(明
治
四
三
)
年
に
石
狩

川
上
流
を
探
険
し
た
。
す
る
と
そ
の
自
然
環
境
は
予
想
以
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上
に
優
れ
て
い
る
の
で
大
感
激
し
、
北
海
タ
イ
ム
ス
紙
上

に

「霊
山
碧
水

(石
狩
川
源
探
険
)
」
と
題
し
て
層
雲
峡
付

近
の
景
観
を
紹
介
し
た
。
と
こ
ろ
が
当
時
は
北
海
道
開
拓

途
上
で
、
国
有
地
を
開
拓
者
に
払
い
下
げ
る
政
策
が
積
極

的
に
進
め
ら
れ
て
い
た
の
で
、
そ
ん
な
に
優

れ
た
土
地
が

あ
る
な
ら
、
自
分
に
払
い
下
げ
て
ほ
し
い
と
暗
躍
す
る
有

力
者
や
政
治
家
が
続
出
し
た
。

し
か
し
太
田
村
長
と
し
て
み
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
優
れ

た
自
然
環
境
の
土
地
は
私
有
地
に
払
い
下
げ

る
べ
き
で
は

な
く
、
む
し
ろ
国
の
責
任
で
管
理
す
る
国
立
公
園
に
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
、
「石
狩
川
上
流
霊
域
保
護
国
立
公
園
経

営
の
件
」
と
い
う
陳
情
書
を
ま
と
め
、
鉄
道
院
総
裁
の
後

藤
新
平

(太
田
村
長
の
旧
知
で
、
か
つ
鉄
道
路
線
見
込
み

地
に
関
係
)
そ
の
他
に
送
付
し
た
。
そ
の
陳
情
書
や

「霊

山
碧
水
」

の
内
容
は
、
最
近
、
太
田
龍
太
郎

の
孫
に
当
た

る
笹
川
良
江
さ
ん
が

『大
雪
山
国
立
公
園
生
み
の
親

・
太

田
龍
太
郎
の
生
涯

・
復
刻

「霊
山
碧
水
」』
(
北
海
道
出
版

企
画
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
四
)
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
の

で
、
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
太
田
村
長

の
、
土
地
が

私
有
化
さ
れ
れ
ば
荒
廃
す
る
の
で
、
国
有
地

と
し
て
保
護

せ
よ
と
い
う
主
張
は
、
ア
メ
リ
カ
の
イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ン
国

立
公
園
で
、
「神
話
」
と
し
て
語
り
つ
が
れ
て
き
た
土
地
の

私
有
化
防
止
思
想
に
通
じ
る
、
立
派
な
考
え
方
で
あ
る
。

浅
羽
靖
議
員
は
太
田
村
長
か
ら
、
そ
の
陳
情
の
後
押
し

を
頼
ま
れ
て
い
た
の
で
、
国
会
で
石
狩
川
上
流
を
国
立
公

園
に
せ
よ
と
訴
え
た
の
で
あ
る
が
、
浅
羽
自
身

は
自
ら
「風

景
論
者
」
と
い
う
よ
う
に
、
自
然
保
護
の
先
覚
者
だ

っ
た
。

浅
羽
は
〇
二

(明
治
三
五
)
年
に

「北
海
道
旅
行
ク
ラ
ブ
」

と
い
う
団
体
を
結
成
し
て
い
る
。
こ
の
ク
ラ
ブ

は
、
自
分

た
ち
で
北
海
道
の
景
勝
地
を
調
査
し
、
保
護

の
必
要
が
あ

る
も
の
は
官
庁
に
申
告
し
、
ま
た
自
ら
も
保
護
活
動
や
植

林
を
行
い
、
自
然
に
ふ
れ
る
旅
行
も
楽
し
も
う

と
い
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
、
日
本
の
自
然
保
護
N
G
O
の
元
祖

の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
が
、
こ
れ
は
当
時
ド
イ
ッ
で
行
わ

れ
て
い
た
郷
土
保
存
運
動

(
ハ
イ
マ
ー
ト
シ
ュ
ッ
ッ
)
を

見
な
ら

っ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
浅
羽
は
、
現
在
の
北
海

学
園
大
学
の
前
身
の
北
海
中
学
校
の
創
始
者
で
あ
る
。

結
局
、
層
雲
峡
の
土
地
は
私
有
化
さ
れ
る
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
、
太
田
村
長
の
主
張
は
い
つ
し
か
忘
れ
去
ら

れ
て
し
ま

っ
た
。
先
の
「名
所
旧
跡
番
付
」
(図
2
)
で
も
、

石
狩
川
関
係
で
は

「神
居
古
潭
」
(旭
川
付
近
)
が
西
の
横

綱
と
し
て
著
名
だ

っ
た
が
、
そ
れ
よ
り
上
流
に
は
目
が
向

け
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
山
岳
と
し
て
の
大
雪
山
は
、
登

山
者
も
ま
だ
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
田
村
博
士

が

一
六
候
補
地
を
物
色
し
た
こ
ろ
の
大
雪
山
は
、
世
に
知

ら
れ
ぬ
存
在
だ

っ
た
。

そ
の
大
雪
山
が
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、

小
泉
秀
雄
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
小
泉
は
旭
川
中
学

校

(現
在
の
旭
川
東
高
校
)
の
博
物
学
教
師
で
、
大
雪
山

を
何
回
も
苦
労
し
て
踏
査
し
、

一
八

(大
正
七
)
年
、
口

本
山
岳
会
の

陶
山
岳
」
誌
上

に

「北
海
道
中
央
高
地
の
地

学
的
研
究
」
を
発
表
、
さ
ら

に
二
六

(大
正

一
五
)
年
に

『大
雪
山

・
登
山
法
及
登
山

案
内
』
(図
3
)
を
発
行
し
た
。

と
く
に
後
者
は
大
雪
山
の
登

山
を

一
般
化
す
る
た
め
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
。
な
お

小
泉
の
生
涯
と
業
績
に
つ
い

て
は
最
近
、
岩
見
沢
在
住
の

清
水
敏

一
さ
ん
が

『大
雪
山

の
父
・小
泉
秀
雄
』
(北
海
道

出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、
二
〇

〇
四
)
を
ま
と
め
た
の
で
、
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

大
正
後
半
の
北
海
道
で
は
登
山
趣
味
が
盛
ん
に
な
り
始

め
て
い
た
。
例
え
ば
先
に
大
沼
公
園
の
と
こ
ろ
で
紹
介
し

た
函
館
本
線
は
、
駒
ケ
岳
の
登
山
者
を
誘
発
し
、
ま
た
倶

知
安
付
近
で
後
方
羊
蹄
山
麓
を
通
過
す
る
の
で
、
羊
蹄
登

山
者
も
増
加
し
、
鉄
道
の
営
業
上
か
ら
も
登
山
者
に
は
鉄

道
運
賃
を
割
り
引
く
政
策
が
導
入
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し

た
登
山
趣
味
を
好
ま
し
い
傾
向
と
感
じ
と
っ
た
北
海
道
庁

は
、
二
三

(大
正

一
二
)
年
に

「北
海
道
山
岳
会
」
を
結

成
し
、
登
山
趣
味
の
普
及
を
奨
励
し
た
。

こ
れ
は
官
製
の
山
岳
会
で
道
庁
長
官
が
総
裁
、
道
庁
の

林
務
課
長
や
道
路
課
長
が
幹
事
役
を
つ
と
め
、
安
い
会
費

で
参
加
で
き
る
登
山
会
を
各
地
で
催
し
た
。
ま
た
夏
に
は

一
週
間
か
ら

一
〇
日
に
わ
た
り
自
然
風
景
地
を
巡
り
な
が

ら
、
大
学
教
授
な
ど
の
教
養
講
座
を
聞
け
る
「夏
期
大
学
」

を
催
し
、
本
州
か
ら
も
参
加
者
を
募

っ
た
。
さ
ら
に
道
路

課
の
肝
い
り
で
到
達
道
路
や
登
山
道
の
改
修
、山
小
屋
(石

室
)
の
整
備
を
行
な

っ
た
。

い
わ
ば

「観
光
立
国
」
「
エ
コ

図3大 雪山を世に広める役割を果たした小泉秀

雄 『大雪山 ・登山法及登山案内』(1926)
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ツ
ー
リ
ズ
ム
」
政
策
の
は
し
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
道
路

課
の
役
割
は
登
山
歩
道
の
改
修
な
ど
で
あ
り
、
近
年
の
士

幌
高
原
道
路
や
日
高
横
断
道
路
の
よ
う
な
、
大
規
模
な
自

然
破
壊
道
路
を
建
設
す
る
の
と
は
次
元
が
異
な
る
役
割
を

担

っ
て
い
た
。

大
雪
山
は
、
登
山
会
、
夏
期
大
学
、
登
山
道
改
修
、
石

室
整
備

(黒
岳
、
旭
岳
)
の
主
要
な
対
象
地
と
な

っ
た
。

そ
し
て
二
四

(大
正

=
二
)
年
に
は
層
雲
峡

に
温
泉
宿
を

経
営
す
る
旭
川
の
実
業
家
、
荒
井
初

一
が
中
心
と
な

っ
て

「大
雪
山
調
査
会
」
を
結
成
し
、
大
雪
山
の
調
査
や
紹
介
事

業
を
始
め
た
。
『大
雪
山
・登
山
法
及
登
山
案
内
』
も
大
雪

山
調
査
会
か
ら
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
、
大
雪

山
の
存
在
は
徐
々
に
社
会

へ
浸
透
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の

こ
ろ
国
立
公
園
法
が
成
立
し
、
国
立
公
園
候
補
地
が
絞
り

込
ま
れ
る
情
勢
に
あ

っ
た
。
北
海
道
庁
の
幹
部
に
は
北
海

道
山
岳
会
の
役
員
を
兼
ね
、
大
雪
山
愛
好
者

と
な

っ
て
い

る
者
も
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
三

一

(昭
和

六
)
年
、
田

村
博
士
や
国
立
公
園
委
員
会
の
一
行
が
北
海
道
の
国
立
公

園
候
補
地
を
現
地
調
査
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
、
北

海
道
庁
拓
殖
部
は

『北
海
道
に
於
け
る
国
立
公
園
候
補
地

調
査
概
要
』
(
一
九
三

一
)
を
事
前
に
作
成
し
た
。
そ
こ
で

は
①
阿
寒
国
立
公
園
候
補
地
、②
登
別
国
立
公
園
候
補
地
、

③
大
沼
国
立
公
園
候
補
地
の
他
に
、
と
く
に

「大
雪
山
の

景
観
」
を

「付
記
」
し
、
大
雪
山
を

一
六
候
補
地
の
別
枠

と
し
て
滑
り
込
ま
せ
よ
う
と
し
た
。

結
果
的
に
こ
の
作
戦
は
功
を
奏
し
、
田
村
博
士
と
各
委

員
は
別
々
に
視
察
し
た
が
、
大
雪
山
に
好
印
象
を
も

っ
た

よ
う
で
、
大
雪
山
は
全
国
で
た
だ

一
ヵ
所
だ
け
、

一
六
候

補
地
の
枠
外
か
ら
正
式
の
国
立
公
園
候
補
地

と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
図
1
の
田
村
博
士
の
順
位
表
で
は
、
植
物
型
式

の

一
位
に
大
雪
山
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
総
括
順
位
で
七
位
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
当
時
の

大
雪
山
は
交
通
不
便
な
立
地
と
い
う
評
価
が
な
さ
れ
た
た

め
で
あ
ろ
う
。

阿
寒

・
大
雪
山
の
後

に
つ
づ
け

一
九
三
四

(昭
和
九
)
年
に
阿
寒
と
大
雪
山
が
国
立
公

園
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
多
く
の
北
海
道
民
に
と

っ
て

郷
土
の
誇
り
に
思
え
る
こ
と
だ

っ
た
。
北
海
道
に
は
京
都

や
奈
良
の
よ
う
な
歴
史
的
文
化
財
は
な
い
し
、
東
京
の
よ

う
な
文
明
的
な
蓄
積
も
な
い
。
あ
る
の
は
原
始
の
息
吹
が

感
じ
ら
れ
る
大
自
然
で
あ
る
。
「阿
寒
・大
雪
山
の
後
に
つ

づ
け
」
と
い
う
郷
土
意
識
が
北
海
道
各
地
で
呼
び
覚
ま
さ

れ
た
。
そ
こ
で
北
海
道
庁
が
主
導
し
て
「北
海
道
景
勝
地
協
会
」

を
組
織
し
、
全
道
の
市
町
村
か
ら
「郷
土
自
慢
の
景
勝
地
」

を
募

っ
た
。
す
る
と
全
道
か
ら
五
五
ヵ
所
が
名
乗
り
を
あ

げ
た
。
北
海
道
景
勝
地
協
会
で
は
三
五

(昭
和

一
〇
)
年
、

そ
こ
か
ら

コ

八
景
勝
地
」
を
選
定
し
、
い
ず
れ
は
大
沼

公
園
に
つ
づ
く
道
立
公
園
と
し
、
阿
寒

・
大
雪
山
と
と
も

に
北
海
道
の

「観
光
立
国
」
に
役
立
て
よ
う
と
考
え
た
。

そ
の

一
八
景
勝
地
と
は
、
①
支
笏
湖
お
よ
び
中
山
峠
、
②

恵
山
、
③
江
差
お
よ
び
奥
尻
島
、
④
羊
蹄
山
お
よ
び

ニ
セ

コ
ア
ン
ヌ
プ
リ
、
⑤
積
丹
半
島
、
⑥
夕
張
岳
お
よ
び
芦
別

岳
、
⑦
兜
沼
(サ
ロ
ベ
ツ
原
野
)、
⑧
天
売
島
お
よ
び
焼
尻

島
、
⑨
利
尻
島
お
よ
び
礼
文
島
、
⑩
能
取
半
島
、
⑪
チ
ミ

ケ
ッ
プ
湖
、
⑫
洞
爺
湖
お
よ
び
登
別
温
泉
、
⑬
絵
靹
半
島

(室
蘭
)
、
⑭
南
日
高
海
岸
、
⑮
狩
勝
峠
、
⑯
長
節
沼
お
よ

び
温
根
沼
、
⑰
野
付
岬
、
⑱
色
丹
島
で
あ
る
(『北
海
道
の

国
立
公
園
と
景
勝
地
』
北
海
道
景
勝
地
協
会
、
一
九
三
六
)。

こ
れ
に
阿
寒

・
大
雪
山
、
大
沼
公
園
を
加
え
れ
ば
、
お
よ

そ
北
海
道
の
め
ぼ
し
い
自
然
風
景
地
は
顔
を
そ
ろ
え
た
こ

と
に
な
る
。

し
か
し
、
や
が
て
日
本
は
日
中
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争

へ
と
戦
時
態
勢
に
入
り
、
道
立
公
園
の
夢
は
あ
え
な
く
潰

え
て
し
ま
う
。
と
こ
ろ
が
戦
争
の
激
化
は
、
意
外
な
と
こ

ろ
で
国
立
公
園
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
せ
た
。
青
少
年
は

や
が
て
兵
隊
に
な
る
が
、
そ
の
と
き
ひ
弱
な
体
で
は
役
に

立
た
な
い
、
だ
か
ら
野
外
で
体
を
鍛
え
る
必
要
が
あ
る
が
、

そ
れ
に
は
国
立
公
園
の
山
野
が

一
番
だ
、
と
国
立
公
園
は

「青
少
年
の
体
力
錬
成
道
場
」
と
し
て
注
目
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
北
海
道
で
は
、
人
口
の
多
い
札
幌
や
小
樽
か
ら
阿
寒

や
大
雪
山

へ
行
く
の
は
、
戦
時
下
の
交
通
事
情
も
悪
く
た

い
へ
ん
で
あ
る
、
札
幌
や
小
樽
に
近

い
国
立
公
園
が
あ
る

べ
き
だ
、
そ
れ
に
は
支
笏
湖

・
洞
爺
湖

・
登
別
を
中
心
と

す
る

「道
南
国
立
公
園
」
が
よ
い
、
と
い
う
考
え
方
が
で

て
き
た
。

と
こ
ろ
が
そ
れ
が
実
現
す
る
前
に
、
国
立
公
園
行
政
は

戦
時
停
止
と
な
り
、
や
が
て
敗
戦
を
迎
え
て
し
ま
う
。
す

る
と
戦
後
は
平
和
日
本
の
再
建
だ
、
日
本
は

「東
洋
の
ス

イ
ス
」
に
な
ろ
う
、
そ
れ
に
は
国
立
公
園
の
充
実
が
必
要

だ
、
と
再
び
国
立
公
園
が
脚
光
を
あ
び
る
。
四
六

(昭
和

二

一
)
年

=

月
二
九
日
の

「新
北
海
」
(新
聞
)
に
は
、

「阿
寒

・
大
雪
山
と
二
つ
の
国
立
公
園
を
持

つ
北
海
道
に
、

い
ま
性
格
の
異
な
る
第
三
の
国
立
公
園
が
、
札
幌
に
近
い

道
南
に
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
だ
予
定
地

と
し
て
、
道
庁
に
新
設
を
み
た
風
景
施
設
課
に
よ
り
計
画

さ
れ
た
も
の
だ
が
、
都
市
に
最
も
近
く
…
」
と
い
う
記
事

が
あ
る

(図
4
)
。

戦
時
中
に
中
断
し
て
い
た
国
立
公
園
行
政
は
、
ア
メ
リ

カ
占
領
軍
の
好
意
的
な
後
押
し
も
受
け
て
戦
前
以
上
に
重

視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
の
と
き
国
立
公
園
選
定

基
準
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
戦
前
の
基
準
は

「必
要
条
件
」
と
し
て
自
然
環
境
を
重
視
し
、
利
用
は

「副
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次
条
件
」
だ

っ
た
が
、
「自
然
環
境
が
保
健
的

で
あ

っ
て
多

人
数
の
利
用
に
適
す
る
こ
と
」
が
、
自
然
条
件
と
同
格
視

さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
国
立
公
園
法
の
提
案

理
由
だ

っ
た

「我
が
国
天
与
の
大
風
景
を
保
護
開
発
し
」

が
、
保
護
よ
り
い
っ
そ
う

「開
発
」
に
シ
フ
ト
し
た
こ
と

に
な
る
。
そ
う
な
る
と
戦
前
は

「同

一
の
景
観
型
式
」
で

阿
寒
湖
や
十
和
田
湖
に
劣
る
と
評
価
さ
れ
た

「登
別
お
よ

び
支
笏
湖
」
が
、
「利
用
」
で
有
利
と
な
り
、
戦
後
に
再
び

国
立
公
園
候
補
地
と
し
て
浮
上
し
た
。

戦
後
第

一
号
の
国
立
公
園
指
定
は
、
ア
メ
リ
カ
占
領
軍

に
も
配
慮
し
て
?
、
ア
メ
リ

第 百 一卜卜囎(命 昭1日 フi…算 肉↑」η7}← マ・』}蔚 令へr,少箔

札
、樽
道
南
に
未
開
登
の
秘
境

唾'u'r蜘

蕪瀟繍錘1篇養1蕪鞘欝　 灘 議ll
藝

塵
【
一蓄

讐

欝

蛮
川
と
二
つ
の
竪
翁

篶
竈
彊
に
毬
幟
の崇
る
奎
の
國
蒙

札
婁

道
穏

隼
訣
燕よ
う
と
レ
て
ゐ
る
、
こ
茄
袋
だ
豫
疋
朔と
レ
で玉
魍
凹に
瑚
蹴蓬

に
露

磁さ
れ
た

も
の
だ
が

韻
而
に
鰻
も
推
≦
一ろ
の湖
、7
つ
の
蝋
火
山
、十
に
遡
醸

スヰ
L
地
と
し
て
影遡
の
山
六
や

原
阻
杯
、
一麺
に
加
へて
配
雛
岡畿
の
一大
響

鰍
示
ずる
多
均
な
岬'の
風
呼螂
と
性
搬
は
、
冠に
原
如的
敷
大
目

然
のみ
を
織
と
レ
"
購

、査

国と
難

リ
・
騒

房
日
謹
演
建

舌

ナ
勲
禽

白
党
果

の競

り

　

生
側
が
圃
拓
さ
れ
イゆ
く
も
の
と
して
注
目さ
れ

偽習

認
帥
翼

職謹
俘
奏
響
騎
ち

吊
魑
の
ポバ
ム窮

吐全
鶴
立
公
凋
脱
μ
のた

ち

め
釜

特
に

の
亨
冠
地
昂
鯛
略
し
で
譜
冊廉
の

ご

ご

麟
㎏
のた
め
魔
別万
に
甥
力
丁
箔冒
確
細
し
、更

難

雷姦
露

泡蓑

馨
嗣魏

剛
査
頃
魁
曹
k
第
一回
の
開
神
と
し
イ
去
ゐ]
一十

もつ

さ

一
日よ
り
霊
日
闘
に
亙
り
嚢

、
動
物
.
糟

物
騨

,轟
門
的
な
立勘
か
bこ
の
地
に
斜
麟
の
メス
な
入
れ
嗣熟
改
観
光
㌫
斑
の
裁
側
凶
現地
醐
蟄
妃
な
し
カ
、

贈交

勢々

窪
慧

聖
レて
馨

誘
房
蛮
轟
つ嚢
り量
臨

に

惣
だ
醗
誕
さ
熟な
い
が
今
日
本海
)回
し
児
鯛毘
村
の聯
召
山
を
齢
髄
と
し
で
断籔

天
軍
洋
園
を
}騒
に
¢
さ

一万
四
千
町
歩
の
公
國
豫
厄
地
帯
紀
幣
微
レ
て
み
歯
う

㌫

注
ぐ
と
同
隠
に
特
幡
な火
田
地
帯
と
レ

霧

難

総

誘
簾
塗

すゑ
蛮

眼
で
あ
る

大
慣
こ
の
鵬理
冨の
特
徽
とし
て
は
、糺

幌

小
購
・
経
敵
の
都柑
に
近
く
、交

涌
の
綴
まい
た
め
暇
の
た
い
働
野
噛
に

醸

k
藁

か
暴
る
企
と
つ

て
も
響
暴

轟
ゐ
こと
の
麩

る
コ}
ス
で
あ
ゐ
硬

亙活
動
期に
あ

る
桝鶴
.寡

昭
墾

山
講
闘
な

火
山
が
あり
、
腰に
謹

は融
世

紀
にわ
た
つ
て
、髭

ぬ
緬
山
出
例

く

と
い
ふ
独
特
な指

現
瞭
竃

あ
・り

ゆ
る
自
然
麟…%
の朔
撫
と
な
る
池
め
風

璽

託
霧
ゐ
こ
と
彊
が
あ

げ
ら
れ
る

民
衆
の
休
養
慰
安

産
業
開
獲
の

一
石
二
鳥

北万
八
の
告
描に
と
つて
野

ら
乳
ぬ

ス
キ
】
地
と
レ
て
は
繋
否
、聯
稻
に
つ

づ
く
ム
イ
ネ
、
旋
狗
、札
幌
樋
など
札

のり

き

幌
近
郊
の
山
が々
灰題
の地
と
し
て
あ

疑

暴
・
さ
b
に轟

曇

加

へら
れ
＼
ば
醐
燭
噌、
三
〇〇
崇
徽
の

ポ
ロホ
ロ
届
、
馨

愁
別
のオ

ロフ
レ
宙
の
躍燃
躍
大
蕊

螂
書

つ新
鰍
ス
キ
i場
と
し
て浮
ん
で
く
ゐ

ま
た
、
こ
れ
ら
の山
六は
モの
麗
ま
た

は
山
閥
に
勘
霜
脾楚
山濱
後
看
は
捌
脳

艶
蕩
離
・
帽
努

ル
ル
スな
ど
の
澱
鰍

遊ひ
か
へて
勘
る
とい
ふ
繧
件
を
も

つ、
萎
蝋
會
の
蜜
勲
鯛盗
に
お
け
る
風

鮮
野
ぢ
て豊

艶

し
で
撫
興
野
凶
方
鞭
鰹滴
禦湖
に
至
る

ま
で
餓

留
醗

簿

婆

キ
匙

と
し
て
も
ハ
イ
キ
ング
冒ー
ス
拙
レて

薯
の罧
糞

環
や蟹

し葦
ひ響

萎

饗

倣
塩
の
建
駿
を
と
愈
四
し
て
な
リ
・厘

セセ
リノ

に
そ
の
た
め
の彙

鑑

の霞
曙

ヒ

ユツ
テ
・
公
罠
飼
衡
襲
磯
醐
の
鰻離
哩

羅

ど
を
の
ぺ
糞

塑
曲
岩
も
こ
れ

に
は
金
く
斑
睡
を顎
し
、
多
く
の
入
丸

に
蝿
も
慰
易に
鑑
齢的
に
剰
用
さ
れ
る

國
▽
公
園
の
田き
る
融
に
協
ガ
す
る
態

庵
を
み
せ
て
ゐ
る

ス
キ
ー
場
に
も

奇
蹟
的
景
観
・昭
和
新
山
の
異
容

ぽい

}

更
に
風
搬
的
に
み
て
も
、
洞
瀦

、支

霧
、
置

勢
あ
ぐ
る
原
縷
や

山
爵
の
冨

火
山
地
轡
こ
し
て
の特

倣
茎
ぐ
生
々
レ
い
ま
で
に
謄
へ特
に

を

けい

奇
鍍
的
な
圓
獲
頻
を
も
つ
=杯
以
内

の
人
尿
、
田
畑
嘔
を
融戯
せ
レ
め
昭
和

勘
山
の
酔
絹
な
ど
は
む
の
山膠
脚池
つ

時愛

解
馨

羅

・主
欝

婁

がど
れ・蜷
輩

醒
・轟

を一屠
套
め
剛藝

壁

して畢

穂

て
ゐ
る
鮎
、
こ
の
地
瀞
の代
豪

離

肝
憲

磐
け
るも
の
e

轟

羅

殴
の
猷
嶺

嵐
櫨
に
質
現
†る
よ
う
簿

め
ら
れ
て
ゐ
る

開
硬
恥員
暫
と
」
て
は
更
に
この
地
帯

の
憲藁
開
鞘
に
力
を
そ
＼
ぐ
べき
を上

轡
鯉
垂
も
た登
難

ど

は
翌

レ
W
多
餌的
激酪
伽君
の浦
蕾

や
隷

、
潤
沼
㍑
ど
の
買覇

用
し

瀧
上
曲品
傭輝
な
・郷
記
柵
工な
どの

ぼ

騨
僻
方
法
な
ど
翌
企
触し
、
飛
有
な
㍑

儲
珊
と
し
て
薪
國
立公
園
の
肖
聲
を
ず

・ず
め
㌧防
る
が
、
これ
奮

疋六
れ
た

時
、
北
藩
廻
の
持
ρ蝋
光
罵
謹

、
終

墾

期
と
蓼

葎
総

慶

へ姦

換
す
る
わ
け
で
あ
る

善
璽

今
田
敬
一
氏
談

黎
勢
価
託
栂
の
饗

鮮
花

き

レろ

る
ロ

向
む
贋
い
園地
襲

に
腎
へて
ゐ
る

ド
し

の
は
策
醐
の檬

か
り
で
な
く
。北

海
週
の㈹
詣

都
市
の
い
く
つ
か
を
趣

ね
ゐ
こと
に
ょ
つて
、
納
ね
や
す
く
卿
ゆい

み
やす
い　
にの
　
　
を
ド
み
　
ほ
ぬ

丁

護

肋
蓼

畠

立公

閉
鋳

と
綱
和
新
山
の
異
禅
)

も

と
す
ゐた
め
で
、
こ
れ
こ
モ民
衆
の
嵐

けし鍬地
と
し
て
大
き
い意
霧

禰
す
る

こ
と
に
な
る
と禮
じで
ゐ
ゐ
.交
大
国

然
寮
置
撞
量

藷
馨

静
レ
、
罠
衆
の
休響
悪姦

馨
の

凝
士
地
暴

港
ど
最
大
級
勢

を
愈
顧
と
しに
い
、
塞
開
鞘
の
彫
熾夢

図4「 道南国立公園」の構想を伝える新聞(新 北海、1946年11月29日)

力
人
好
み
の
真
珠
を
産
す
る

伊
勢
志
摩
国
立
公
園
だ

っ
た

が
、
道
南
国
立
公
園
す
な
わ

ち
支
笏
洞
爺
国
立
公
園
は
戦

後
第
二
号
と
し
て
、
四
九
(昭

和
二
四
)年
に
指
定
さ
れ
た
。

支
笏
洞
爺
国
立
公
園
が
実

現
す
る
と
、
北
海
道

(戦
前

の
北
海
道
庁
は
内
務
省
の
出

先
機
関
で
、
戦
後
の
北
海
道

は
地
方
自
治
体
)
で
は
、
戦

前
の

コ

八
景
勝
地
」
か
ら

宿
題
と
な

っ
て
い
た
道
立
公

園
の
実
現
を
考
え
た
。
そ
こ

で
五
〇

(昭
和
二
五
)
年
に

北
海
道
立
公
園
条
例
を
制
定えり

し
、

ニ
セ

コ
道

立

公

園

、

襟

も裳
道
立
公
園
、
利
礼
道
立
公

園
(利
尻
礼
文
)、
網
走
道
立

公
園
を
指
定
し
た
。
そ
れ
に

明
治
以
来
の
大
沼
公
園
を
併

せ
、
北
海
道
の
道
立
公
園
は

五
ヵ
所
と
な

っ
た
。
た
だ
し

当
時
の
道
立
公
園
は
条
例
を

設
け
て
も
、
法
的
な
根
拠
が

な
い
た
め
自
然
保
護
の
開
発

規
制
は
で
き
な
い
仕
組
み
だ

っ
た
。

一
方
、
戦
前
の
国
立
公
園
法
は
、
「国
立
公
園
の
保
護
又

は
利
用
の
た
め
必
要
あ
る
と
き
は

一
定
の
行
為
を
禁
止
又

は
制
限
」
で
き
る
強
力
な
規
定
が
あ

っ
た
が
、
こ
れ
は
具

体
性
を
欠
き
何
で
も
強
権
的
に
禁
止
で
き
る
の
で
、
新
憲

法
に
よ
る
財
産
権
の
保
障
に
な
じ
ま
な
い
と
し
て
、
改
正

の
必
要
性
が
生
じ
て
い
た
。
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
国

立
公
園
法
は
五
七

(昭
和
三
二
)
年
に
抜
本
改
正
さ
れ
、

自
然
公
園
法
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
そ
の
際
、
旧
国
立
公

園
法
で

「国
立
公
園
に
準
ず
る
」
公
園
と
さ
れ
た
も
の
が

国
定
公
園
と
し
て
明
確
化
さ
れ
、
ま
た
都
道
府
県
で
多
く

指
定
さ
れ
な
が
ら
、
開
発
規
制
の
な
い
都
道
府
県
立
公
園

に
も
法
的
根
拠
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
れ
を

受
け
て
北
海
道
立
公
園
条
例
も
、
北
海
道
立
自
然
公
園
条

例
と
し
て
開
発
行
為
の
規
制
が
で
き
る
よ
う
に
改
正
さ
れ

た
。と
こ
ろ
で
北
海
道
の
五
ヵ
所
の
道
立
公
園
の
そ
の
後
を

み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

大
沼
道
立
公
園

↓

大
沼
国
定
公
園

(
一
九
五
八

・
昭

和
三
三
)

網
走
道
立
公
園

↓

網
走
国
定
公
園

(
一
九
五
八

・
昭

和
三
三
)

ニ
セ
コ
道
立
公
園

↓

ニ
セ
コ
積
丹
小
樽
海
岸
国
定
公

園

(
一
九
六
三

・
昭
和
三
八
)

利
礼
道
立
公
園

↓

利
尻
礼
文
国
定
公
園

(
一
九
六

五

・
昭
和
四
〇
)
↓

利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公

園

(
一
九
七
四

・
昭
和
四
九
)

襟
裳
道
立
公
園

↓

日
高
山
脈
襟
裳
国
定
公
園

(
一
九

八

一
・
昭
和
五
六
)

す
な
わ
ち
初
期
の
道
立
公
園
五
ヵ
所
は
す
べ
て
、
そ
の

後
に
国
定
公
園
な
い
し
国
立
公
園
に
昇
格
し
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

一
八
景
勝
地
の
天
売
島
お
よ
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び
焼
尻
島
は
六
四

(昭
和
三
九
)
年
に
道
立
自
然
公
園
と

な
り
、
九
〇

(平
成
二
)
年
に
暑
寒
別
天
売
焼
尻
国
定
公

園
と
な

っ
た
。
七
〇
年
前

に
選
定
さ
れ
た

一
八
景
勝
地
(大

沼
公
園
を
入
れ
て

一
九
ヵ
所
)
の
、
現
在
の
姿
を
み
て
み

よ
う
。

①

国
立
公
園
と
な
っ
た
も
の
五
ヵ
所

・
①
支
笏
湖
お
よ

び
中
山
峠
、
②
羊
蹄
山
、
③
兜
沼

(サ
ロ
ベ
ツ
原
野
)
、

④
利
尻
島
お
よ
び
礼
文
島
、
⑤
洞
爺
湖
お
よ
び
登
別
温

泉
、

②

国
定
公
園
と
な

っ
た
も
の
六
ヵ
所

・
⑥

ニ
セ
コ
ア
ン

ヌ
プ
リ
、
⑦
積
丹
半
島
、
⑧
天
売
島
お
よ
び
焼
尻
島
、

⑨
能
取
半
島
、
⑩
南
旦
局
海
岸
、
⑪
大
沼
公
園
、

㈹

道
立
自
然
公
園
と
な

っ
た
も
の
五
ヵ
所

・
⑫
恵
山
、

⑬
江
差
お
よ
び
奥
尻
島
、
⑭
夕
張
岳
お
よ
び
芦
別
岳
、

⑮
長
節
沼
お
よ
び
温
根
沼
、
⑯
野
付
岬
、

ω

と
く
に
自
然
公
園
と
な
ら
な
か
っ
た
も

の
三
ヵ
所

・

⑰
チ
ミ
ケ
ッ
プ
湖
、
⑱
絵
靹
半
島
、
⑲
狩
勝
峠

㈲

そ
の
他

・
⑳
色
丹
島

(北
方
領
土
)

な
お

一
九
ヵ
所
が
二
〇
ヵ
所
と
な
っ
た
の
は
、
羊
蹄
山

お
よ
び

ニ
セ
コ
ア
ン
ヌ
プ
リ
が
国
立
公
園
と
国
定
公
園
の

二
ヵ
所
に
分
割
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

こ
う
し
て
み
る
と

「阿
寒

・
大
雪
山
の
後

に
つ
づ
け
」

と
選
定
さ
れ
た

一
八
景
勝
地
と
大
沼
は
、
支
笏
洞
爺
国
立

公
園
、
利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公
園
の
核
と
な
り
、
北

海
道
の
五
ヵ
所
の
国
定
公
園
す
べ
て
の
核
と
な

っ
た
の
だ

か
ら
、
ま
さ
に

「阿
寒

・
大
雪
山
の
後
に
つ
づ
け
」
を
具

現
化
し
た
こ
と
に
な
る
。
戦
後
の
北
海
道
の
自
然
公
園
行

政
に
携
わ

っ
た
者
は

(私
自
身
も
そ
の

一
員
だ

っ
た
こ
と

が
あ
る
)、
と
く
に
六
〇
年
代
以
降
は
、
だ
れ
も

一
八
景
勝

地
を
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
し
、
む
し
ろ

一
八
景
勝
地
選

定
の
事
実
も
知
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
結
果
的
に

は
、
こ
の
よ
う
に
な

っ
た
。
七
〇
年
前
に

一
八
景
勝
地
を

選
定
し
た
当
時
の
関
係
者

の
先
見
の
明
に
、

さ
せ
ら
れ
る
。

野
生

の
う
た
が
聞
こ
え
る

改
め
て
感
服

た
だ
し

一
八
景
勝
地
当
時
の
自
然
観
で
は
読
み
き
れ
な

か

っ
た
国
立
公
園
も
あ
る
。
そ
れ
は
六
四

(昭
和
三
九
)

年
に
指
定
さ
れ
た
知
床
国
立
公
園
と
、
八
七
(昭
和
六
二
)

年
に
指
定
さ
れ
た
釧
路
湿
原
国
立
公
園
で
あ
る
。

い
ま
世
界
自
然
遺
産
の
候
補
地
と
し
て
注
目
さ
れ
る
知

床
国
立
公
園
は
、
六

一

(昭
和
三
六
)
年
に
、
当
時
の
自

然
公
園
審
議
会
に
よ
っ
て
国
立
公
園
候
補
地
と
さ
れ
た
。

そ
の
こ
ろ
各
県
の
景
勝
地
を
国
立
公
園
候
補
地
と
し
て
も

ら
う
に
は
、
厚
生
省
国
立
公
園
部

(現
在
の
環
境
省
自
然

環
境
局
)
に
対
し
、
県
知
事
を
先
頭
に
し
て
関
係
者
が
陳

情
に
つ
ぐ
陳
情
を
重
ね
る
の
が
当
た
り
前
だ

っ
た
が
、
知

床
を
国
立
公
園
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
陳
情
は
、
地
元
町

村
か
ら
も
、
北
海
道
か
ら
も
、

]
回
も
さ
れ
た
こ
と
が
な

か

っ
た
。
だ
か
ら
知
床
が
国
立
公
園
候
補
地
に
な

っ
た
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
は
、
北
海
道
民
に
と

っ
て
寝
耳
に
水
だ
っ

た
。
な
お
知
床
が
候
補
地
と
な

っ
た
と
き
、
同
時
に
国
立

公
園
候
補
地
と
さ
れ
た
の
は
、
南
ア
ル
プ
ス
、
白
山
、
山

陰
海
岸
だ

っ
た
。
こ
れ
ら
は
従
来
の
観
光
的
に
有
名
な
国

立
公
園
と
は
、
や
や
性
格
が
異
な

っ
て
い
る
。
そ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
ウ
ィ
ル
ダ
ネ
ス

(原
始
地
域
)
だ

っ
た
。

知
床
が
国
立
公
園
候
補
地
に
な

っ
た
と
き
の
審
議
会
の

報
告
に
は
、
「
こ
の
原
始
的
な
景
観
の
保
護
の
た
め
、
速
や

か
に
指
定
す
る
こ
と
が
必
要
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の

当
時
、
知
床
岬
に
は
あ
る
企
業
に
よ
る
観
光
開
発
構
想
が

浮
上
し
て
い
た
の
で
、
開
発
が
旦
ハ体
化
す
る
前
に

「速
や

か
に
」
指
定
し
て

「原
始
的
」
な
環
境
を
守
ろ
う
と
し
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
支
笏
洞
爺
国
立
公
園
が

「利
用
」
に

シ
フ
ト
し
た
の
と
対
照
的
に
、
知
床
で
は
明
確
に
「保
護
」

に
シ
フ
ト
し
た
の
で
あ
る
。
今
回
の
世
界
自
然
遺
産
候
補

地
も
、
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
。

当
時
、
ま
だ
知
名
度
の
低
か
っ
た
知
床
を
、
国
の
審
議

会
に
注
目
さ
せ
た
の
は
、
北
大
で
植
物
学
を
講
じ
て
い
た

舘
脇
操
教
授
が
知
床
の
植
物
調
査
を
重
ね
、
そ
の
優
れ
た

原
始
性
を
、
田
村
剛
博
士
、
辻
村
太
郎
東
大
名
誉
教
授
(地

形
学
)、
千
家
暫
麿
国
立
公
園
協
会
理
事
長
な
ど
、
審
議
会

の
有
力
者
に
伝
え
る
努
力
を
し
た
か
ら
で
あ
る
。

ウ
ィ
ル
ダ
ネ
ス
の
思
想
は
ア
メ
リ
カ
で
起
こ
っ
た
。
五

〇
年
代
後
半
か
ら
六
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
で
は

「原
始
地

域
法

(ウ
ィ
ル
ダ
ネ
ス
・ア
ク
ト
)」
の
立
法
を
め
ぐ

っ
て

論
議
が
白
熱
し
、
六
四
年
に
法
が
成
立
し
た
。
ウ
ィ
ル
ダ

ネ
ス
の
考
え
方
を
最
初
に
提
唱
し
た
の
は
、
生
態
学
者
の

レ
オ
ポ
ル
ド
で
、
そ
れ
ま
で
の
自
然
保
護
地
域
や
鳥
獣
保

護
は
人
間
本
位
に
自
然
を
管
理
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
強

か
っ
た
が
、
結
果
的
に
は
成
功
し
た
と
は
い
え
な
い
場
合

が
多
い
の
で
、
原
始
的
な
地
域
は
「あ
る
が
ま
ま
の
自
然
」

を
主
人
公
に
し
、
人
間
は
控
え
目
に
し
よ
う
、
「自
然
は
人

間
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
も
の
で
は
な
く
、
人
間
が
所
属

す
る
共
同
体
だ
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
前
記
し
た
自

然
公
園
審
議
会
の
有
力
者
は
、
こ
う
し
た
海
外
情
報
に
も

敏
感
だ
っ
た
の
で
、
知
床
の
自
然
と
ウ
ィ
ル
ダ
ネ
ス
の
思

想
が
重
な
り
、
日
本
に
も
ウ
ィ
ル
ダ
ネ
ス
を
導
入
し
た
い
、

と
い
う
思
い
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
レ
オ
ポ
ル
ド
は

「環
境
倫
理
」
の
提
唱
者
と
し
て

も
有
名
で
あ
る
が
、
ウ
ィ
ル
ダ
ネ
ス
や
環
境
倫
理
の
考
え

方
は
、
レ
オ
ポ
ル
ド
『野
生
の
う
た
が
聞
こ
え
る
』
(講
談

社
学
術
文
庫
、

一
九
九
七
)
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
岡
島
成
行
『
ア
メ
リ
カ
の
環
境
保
護
運
動
』
(岩
波
新

書
、

一
九
九
〇
)
に
も
、
そ
の
背
景
が
要
領
よ
く
解
説
さ

れ
て
い
る
。
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一
方
、
釧
路
湿
原
が
国
立
公
園
と
な

っ
た
と
き
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
、
ウ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド

(湿
地
)
だ

っ
た
。
七
〇

(昭
和
四
五
)年
こ
ろ
の
日
本
は
、
高
度
経
済
成
長
が
終
わ

り
環
境
重
視
の
時
代
に
転
換
し
よ
う
と
す
る
曲
が
り
角
に

あ
り
、
四
大
公
害
裁
判
で
企
業
の
責
任
が
き
び
し
く
問
わ

れ
、
「自
然
を
と
り
戻
そ
う
」
の
世
論
も
高
ま
り
、
七

一
年

に
は
環
境
庁

(現
在
の
環
境
省
)
が
新
設
さ
れ
た
。
そ
れ

ま
で
の
釧
路
湿
原
は
不
毛
の
大
地
と
さ
れ
て
き
た
が
、
タ

ン
チ

ョ
ウ
の
生
息
地
と
し
て
も
重
要
な
の
で
、
釧
路
博
物

館
や
釧
路
自
然
保
護
協
会
で
は
釧
路
湿
原
の
自
然
環
境
調

査
を
始
め
た
。

と
こ
ろ
が
七
二

(昭
和
四
七
)
年
に
田
中
角
栄
が

『
口

本
列
島
改
造
論
』
を
掲
げ
て
首
相
に
な
る
と
、
「北
海
道
の

工
業
開
発
は
苫
小
牧
東
部
と
釧
路
湿
原
」
と
発
言
し
、
釧

路
湿
原
の
工
業
化
が
に
わ
か
に
注
目
さ
れ
、
保
護
か
開
発

か
の
論
議
が
ま
き
起
こ
っ
た
。
そ
こ
で
地
元
関
係
者
の
間

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
土
地
利
用
の

「我
田
引
水
」
の
か
け
ひ

き
が
あ
り
、
七
三

(昭
和
四
八
)
年
に

「釧
路
湿
原
の
将

来
1
開
発
と
自
然
保
護
に
関
す
る
釧
路
地
方
住
民
の
意

見
」
と
い
う
レ
ポ
ー
ト
に
集
約
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
自
然

保
護
優
先
と
書
か
れ
て
い
た
が
、
七
三
年
に
起
こ
っ
た
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
苫
小
牧
東
部
大
規
模
工
業
基
地
開
発
が

事
実
上
破
綻
す
る
と
、
釧
路
湿
原
の

「自
然
保
護
優
先
」

は
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
と
な

っ
た
。
そ
し
て
釧
路
地
方
か
ら
、

釧
路
湿
原
を
国
立
公
園
に
し
て
ほ
し
い
と

い
う
声
が
高

ま

っ
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
海
外
で
は
ウ

エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を

巡
っ
て
重
要
な
動
き
が
あ
っ
た
。
七

一
年
、
イ
ラ
ン
の
ラ

ム
サ
ー
ル
で
水
鳥

と
湿
地
に
関
す
る
国
際
会
議
が
開
か

れ
、
「ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
」
(特
に
水
鳥

の
生
息
地
と
し
て

重
要
な
湿
地
に
関
す
る
条
約
)
が
採
択
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
い
う
湿
地

(ウ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
)
は
、
人
間
の
影

響
を
受
け
な
い
原
始
的
な
環
境
ば
か
り
で
な
く
、
古
く
か

ら
人
間
に
利
用
さ
れ
て
き
た
湿
地
、
例
え
ば
川
岸
や
海
岸

の
浅
瀬
や
干
潟
、
さ
ら
に
は
人
工
的
な
湿
地
も
含
み
、
自

然
と
人
間
が
共
存
で
き
る
よ
う
な

「賢
明
な
利
用

(ワ
イ

ズ

ユ
ー
ス
)」
が
求
め
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
湿
地
を
利

用
し
な
い
で
厳
格
に
保
護
す
る
こ
と
も
、
「賢
明
な
利
用
」

の
選
択
肢
の
う
ち
で
あ
る
。

日
本
が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
締
約
国
に
な
っ
た
の
は
八

○

(昭
和
五
五
)
年
で
あ
る
が
、
加
盟
と
同
時
に
政
府
は

少
な
く
と
も

一
ヵ
所
以
上
の
湿
地
を
指
定
し
、
登
録
湿
地

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
場
合
に

「日
本
の
鳥
」

の
象
徴
的
な
存
在
で
あ
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
生
息
し
、
日
本

一
の
湿
原
面
積
を
誇
る
釧
路
湿
原
は
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い

場
所
で
あ
る
。
と
い
う
わ
け
で
釧
路
湿
原
は
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
登
録
湿
地
の
第

一
号
と
な

っ
た
。
あ
と
は
国
立
公
園

の
指
定
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
湿
原
周
辺
は
さ
ま
ざ
ま

な
土
地
利
用
が
な
さ
れ
、
開
発
計
画
も
あ
り
、
そ
の
調
整

が
難
航
し
て
指
定
は
八
七

(昭
和
六
二
)
年
に
ず
れ
こ
ん

だ
。こ
の
よ
う
に
知
床
は
ウ
ィ
ル
ダ
ネ
ス
、
釧
路
湿
原
は
ウ

エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
国
立
公
園
と

な

っ
た
。
ウ
ィ
ル
ダ
ネ
ス
は

「あ
る
が
ま
ま
の
自
然
」
で

人
間
の
影
響
を
排
除
す
る
の
に
対
し
、
ウ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド

は

「賢
明
な
利
用
」
で
自
然
と
人
間
の
共
生
を
掲
げ
て
い

る
こ
と
が
対
照
的
で
あ
る
。
ま
た
知
床
が
国
立
公
園
と
な

る
こ
と
は
道
民
に
と
っ
て
寝
耳
に
水
だ

っ
た
の
に
対
し
、

釧
路
湿
原
の
場
合
は
、
地
元
住
民
の
意
見
を
集
約
し
て
国

立
公
園
が
方
向
づ
け
ら
れ
た
点
で
も
対
照
的
で
あ
る
。

国
立
・
国
定
公
園

の

「
保
護
開
発
」
の
仕
組
み

釧
路
湿
原
は
二
八
番
目
に
指
定
さ
れ
た
国
立
公
園
で
、

日
本
で
最
後
の
国
立
公
園
と
い
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
日
本

の
国
土
の
実
情
か
ら
見
て
、
も
う
国
立
公
園
に
指
定
で
き

る
よ
う
な
、
自
然
が
豊
か
で
広
大
な
土
地
は
残

っ
て
い
な

い
の
が
実
情
な
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
の
国

立
公
園
は
、
二
〇
世
紀
は
量
的
拡
大
の
時
代
だ
つ
た
の
で

あ
り
、
二

一
世
紀
は
量
的
拡
大
が
限
界
に
達
し
た
の
で
、

質
的
充
実
を
め
ざ
す
べ
き
時
代
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

国
立
公
園
の
質
的
充
実
を
考
え
る
場
合
は
、
日
本
の
国
立

公
園
制
度
の
特
徴
と
、
日
本
の
国
立
公
園
が
国
際
的
に
ど

の
よ
う

に
見
ら
れ
て
い
る
か
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
。一
般
に
公
園
と
い
う
と
都
市
公
園
が
連
想
さ
れ
る
が
、

都
市
公
園
と
自
然
公
園
で
は
、
自
然
環
境
の
質
や
面
積
に

差
が
あ
る
ほ
か
、
制
度
と
し
て
も
大
き
な
違

い
が
あ
る
。

例
え
ば
札
幌
の
大
通
公
園
は
札
幌
市
が
所
有
す
る
土
地

で
、
公
園
目
的
の
た
め
に
維
持

・
管
理
さ
れ
て
い
る
。
し

た
が

っ
て
大
通
公
園
の
樹
木
が
い
く
ら
立
派
で
も
、
そ
れ

を
木
材
生
産
に
使
う
こ
と
は
な
い
し
、
花
壇
の
花
が
い
く

ら
美
し
く
て
も
、
花
が
営
利
商
品
と
し
て
販
売
さ
れ
る
こ

と
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
公
園
内
に
居
住
す
る
人
も
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
国
立

・
国
定
公
園
は
環
境
大
臣

(以
前
は
厚

生
大
臣
)
が
指
定
す
る
が
、
そ
の
土
地
は
環
境
省
の
所
有

地

で
は
な
く
、
林
野
庁

の
国
有
林
や
私
有
地
が
入
り
交

じ
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
林
野
庁
で
は
木
材
生
産
の
た
め
森

林
を
伐
採
す
る
し
、
私
有
地
に
は
居
住
者
が
い
て
農
耕
や

観
光
な
ど
に
従
事
す
る
か
ら
農
耕
地
も
あ
る
し
、
住
宅
、

商
店
、
学
校
、
病
院
な
ど
も
あ
る
。
し
か
し
自
由
勝
手
に

森
林
が
伐
採
さ
れ
た
り
、
建
築
物
が
建
て
ら
れ
れ
ば
、
国

立

・
国
定
公
園
の
自
然
環
境
が
損
わ
れ
る
の
で
、
そ
う
し

た
開
発
行
為
は
、
環
境
大
臣
や
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

都
市
公
園
の
よ
う
に
、
公
園
設
置
者
が
土
地
を
所
有
す
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る
な
ど

「権
原
」
を
も
ち
、
公
園
の
専
用
目
的
の
た
め
に

維
持

・
管
理
す
る
制
度
を

「営
造
物
公
園
」

と
い
い
、
国

立

・
国
定
公
園
の
よ
う
に
公
園
指
定
者
が
土
地
を
所
有
せ

ず
、
私
有
地
な
ど
を
含
み
、
そ
こ
で
行
わ
れ
る
開
発
行
為

を
規
制
し
、
公
園
の
専
用
目
的
で
な
く
、
他

の
土
地
利
用

と
共
存
す
る
制
度
を

「地
域
制
公
園
」
と
い
う

(こ
の
こ

と
は
別
項
、
畠
山
武
道
氏
の
論
文
を
参
照
)。

旧
国
立
公
園
法
の
提
案
理
由
に
あ
っ
た

「
保
護
開
発
」

の
う
ち
、
「保
護
」
を
考
え
れ
ば
、
地
域
制
よ
り
営
造
物
の

方
が
優
れ
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
ま
た

「開
発
」
に

は
二
つ
の
側
面
が
あ
る
。
①
は
国
立
公
園
内

で
森
林
を
伐

採
し
た
り
、
地
下
資
源
を
掘

っ
た
り
、
発
電

の
ダ
ム
を
建

設
し
た
り
、
住
民
が
住
宅
や
商
店
を
建
て
た
り
す
る
、
国

立
公
園
の
目
的
と
は
直
接
に
関
係
の
な
い
開
発
で
あ
る
。

②
は
国
立
公
園
の
利
用
に
関
係
す
る
道
路
を
開
削
し
た

り
、
ホ
テ
ル
を
建
て
た
り
す
る
、
国
立
公
園

の
目
的
に
合

致
し
た
開
発
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
営
造
物

で
あ
れ
ば
①

の
よ
う
な
開
発
を
排
除
で
き
る
が
、
地
域
制

で
は
財
産
権

の
制
約
に
つ
な
が
る
か
ら
完
全
な
排
除
は
む
ず
か
し
い
。

②
の
国
立
公
園
の
目
的
に
合
致
し
た
開
発
も
、
例
え
ば

道
路
は
、
北
海
道
開
発
局
や
北
海
道
建
設
部
が
担
当
す
る

が
、
国
立
公
園
に
関
係
し
な
い
地
域
交
通
の
車
両
通
過
が

あ
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
車
が
よ
り
速
く
走
れ
る
よ
う
に
設

計
す
る
か
ら
、
自
然
環
境
が
軽
視
さ
れ
が
ち

で
あ
る
。
現

に
国
道
三
九
号
の
層
雲
峡
付
近
は
、
小
函

・
大
函
を
長
大

ト
ン
ネ
ル
で
通
過
し
、
石
狩
川
は
護
岸
で
固
め
ら
れ
て
い

る
か
ら
、
太
田
龍
太
郎
が

「霊
山
碧
水
」
で
大
感
激
し
た

よ
う
な
絶
景
は
、
と

っ
く
に
失
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
阿
寒

湖
と
弟
子
屈
を
結
ぶ
阿
寒
横
断
道
路

・
国
道

二
四

一
号

も
、
か
っ
て
は
九
十
九
折

(つ
づ
ら
お
り
)
と
形
容
さ
れ

る
、
曲
が
り
く
ね

っ
た
カ
ー
ブ
が
連
続
し
、
道
路
の
き
わ

ま
で
原
始
林
が
せ
ま

っ
て
い
た
が
、
よ
り
多
く
よ
り
速
く

走
れ
る
よ
う
に
直
線
化
し
、
大
規
模
な
土
木
工
事
を
と
も

な
う
改
修
が
さ
れ
た
か
ら
、
長
大
法
面
と
擁
壁
ば
か
り
が

連
続
し
、
車
窓
か
ら
の
息
を
の
む
よ
う
な
景
観
は
失
わ
れ

て
し
ま
っ
た
。

北
海
道
自
然
保
護
協
会
が
反
対
運
動
に
力
を
入
れ
た
事

例
を
い
く
つ
か
振
り
返

っ
て
み
よ
う
。

①

「士
幌
高
原
道
路
」
は
、
大
雪
山
国
立
公
園
の
利
用
目

的
に
合
致
し
、
な
お
か
つ
山
火
事
防
止
を
目
的
と
す
る

道
路
だ

っ
た
が
、
ナ
キ
ウ
サ
ギ
の
大
き
な
生
息
地
を
貫

通
す
る
の
で
自
然
保
護
団
体
が
反
対
し
た
と
こ
ろ
、
そ

れ
な
ら
と

「全
線
ト
ン
ネ
ル
」
に
変
更
し
た
。
そ
れ
で

も
ナ
キ
ウ
サ
ギ
の
生
息
環
境
に
影
響
し
、
し
か
も
全
線

ト
ン
ネ
ル
は
山
火
事
防
止
や
自
然
観
賞
に
ま

っ
た
く
役

立
た
な
い
自
己
矛
盾
に
陥
り
、
自
然
保
護
団
体
の
反
対

に
よ
り
中
止
に
追

い
込
ま
れ
た
。

②

「日
高
横
断
道
路
」
は
、
口
高
山
脈
襟
裳
国
定
公
園
の

利
用
目
的
と
は
関
係
が
な
く
、
国
定
公
園
の
心
臓
部

・

日
本

一
の
ウ
ィ
ル
ダ
ネ
ス
を
分
断
す
る
計
画
で
、
沿
線

の
農
林
資
源
開
発
を
目
的
と
す
る
開
発
道
路
だ

っ
た

が
、
沿
線
に
は
開
発
で
き
る
資
源
が
な
く
、
自
然
破
壊

と
膨
大
な
工
事
費
が
か
か
る
無
駄
な
公
共
事
業
で
あ
る

実
態
を
自
然
保
護
団
体
が
実
証
し
て
反
対
し
た
の
で
、

や
は
り
中
止
に
追

い
込
ま
れ
た
。

③

「知
床
森
林
伐
採
問
題
」
は
、
森
林
の
若
返
り
と
い
う

名
目
で
、
国
有
林
の
赤
字
を
背
景
に
高
価
に
売
れ
る
大

木
を
伐
採
し
よ
う
と
す
る
計
画
だ

っ
た
が
、
自
然
保
護

団
体
が
、
知
床
国
立
公
園
で
は
木
材
生
産
よ
り
自
然
保

護
を
重
視
す
べ
き
と
主
張
し
た
た
め
、
林
野
庁
で
は
少

し
伐
採
し
た
だ
け
で
中
止
、
後
に
ウ
ィ
ル
ダ
ネ
ス
を
維

持
す
る

「森
林
生
態
系
保
護
地
域
」
と
い
う
制
度
を
新

設
し
、
知
床
を
そ
の
指
定
第

一
号
と
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
こ
と
が
今
日
の
世
界
自
然
遺
産
候
補
地
に
連
な
っ

た

の

で
あ

る
。

こ

の

よ
う

に
地
域

制

の
国

立

・
国

定

公

園

で

は
、

公
園

目
的

に
関

係

し

な

い
開

発

や

、
公

園

目
的

に
合

致

し

て
も
、

自

然

保

護

と

は

あ

い
入

れ

な

い
開

発

が

つ
ぎ

つ
ぎ

と

起

こ

っ
て

い
る

の
が
実

情

で
あ

る
。

営
造
物
に
近
づ
け
る
北
海
道

の
国
立
公
園

世
界
で
始
め
て
国
立
公
園
が
成
立
し
た
の
は
ア
メ
リ
カ

で
あ
る
が
、
日
本
の
国
立
公
園
は
ア
メ
リ
カ
を
手
本
と
し

な
が
ら
、
日
本
の
国
土
の
実
情
に
合
わ
せ
た

「地
域
制
」

が
生
ま
れ
た
。
と
こ
ろ
が
ア
メ
リ
カ
の
国
立
公
園
は
、
日

本
の
都
市
公
園
と
同
じ
よ
う
な

「営
造
物
」
を
採
用
し
て

い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
た
国
立
公
園
の
考
え
方
は
世

界
各
国
に
波
及
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
国
立
公
園
が

各
国
に
生
ま
れ
た
が
、
そ
の
多
く
は
営
造
物
を
基
本
と
し

て
い
る
。
し
か
し
同
じ
国
立
公
園
(ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー
ク
)

と
い
う
名
称
が

つ
け
ら
れ
な
が
ら
、
各
国
ご
と
に
あ
ま
り

実
態
が
異
な
る
の
は
好
ま
し
く
な
い
。

そ
こ
で
国
際
自
然
保
護
連
合

(I
U
C
N
)
で
は
、
世

界
の
国
立
公
園
お
よ
び
そ
れ
に
類
す
る
自
然
保
護
地
域
を

定
義
づ
け
、
整
理
し
た
リ
ス
ト
を
公
表
し
て
い
る
。
そ
の

内
容
は
別
項
、
畠
山
武
道
氏
の
論
文
に
詳
し
く
紹
介
さ
れ

て
い
る
の
で
、
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
こ
で
は
I

U
C
N
に
よ
る

「国
立
公
園
」
の
要
点
を
記
す
と
、
①
優

れ
た
自
然
の
生
態
系
保
護
、
②
公
園
目
的
以
外
の
開
発
や

居
住
を
排
除
、③
自
然
を
損
わ
な
い
範
囲
の
利
用
が
可
能
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
日
本
の
国
立
公
園
の
制
度

を
照
ら
し
て
み
る
と
、①
と
③
は
合
格
点
を
得
ら
れ
る
が
、

②
で
失
格
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
②
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
国
立
公
園
を
所
管
す
る
機
関
が
、
国
立
公
園
内
の

土
地

の

「権
原
」
を
も
つ

「営
造
物
」
で
あ
る
必
要
が
あ
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る
。
し
た
が
っ
て
畠
山
論
文
が
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、

日
本
の
国
立
公
園
の
大
部
分
は
、
I
U
C
N

の
国
立
公
園

リ
ス
ト
で
は
国
立
公
園
で
は
な
く
、
「景
観
保
護
地
域
」
(プ

ロ
テ
ク
テ
ッ
ド

・
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
)
に
分
類
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は

「景
観
保
護
地
域
」
と
は
何
か
。
そ
の
要
点

は
、
長
年
に
わ
た
る
自
然
と
人
間
の
相
互
作
用
の
結
果
と

し
て
生
じ
た
、
景
観
的
、
生
態
的
、
文
化
的
に
優
れ
た
自

然
保
護
地
域
で
あ
る
。
日
本
の
よ
う
に
狭
い
面
積
に
高

い

人
口
密
度
が
あ
り
、
古
く
か
ら
高
度
な
土
地
利
用
が
行
わ

れ
て
き
た
国
土
に
生
ま
れ
た
国
立
公
園
は
、
国
際
的
な
国

立
公
園
の
尺
度
に
適
合
せ
ず
、
景
観
保
護
地
域
と
さ
れ
る

の
は
や
む
を
得
な
い
。

『国
立
公
園
』
雑
誌
は
、
昨
年

「指
定
七
〇
年
を
迎
え
た

国
立
公
園
」
の
特
集
を
四
回
に
わ
た

っ
て
掲
載
し
た
が
、

そ
の
第

一
回

(〇
四
年
三
月
号
)
に
は
、
有
識
者
に
よ
る

次
の
よ
う
な
指
摘
が
見
ら
れ
る
。
「ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー
ク

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
や
地
方
の
永
年
に
わ
た
る
自
然
と
の

関
係
、
す
な
わ
ち
営
農
、
営
林
、
営
漁
を
含
め
た
カ
ル
チ

ュ

ラ
ル
・
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
保
護
と
育
成
の
機
能
と
空
間

で
も
あ
る
べ
き
で
、
ひ
た
す
ら
生
物
学
的
自
然

の
み
に

引

っ
張
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
し
た

い
」
(進
士
五

十
八
)
。
「
い
わ
ゆ
る
地
域
制
の
公
園
で
あ
る
国
立
公
園
の

実
態
を
知
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
口
本
的
な
住

ま
い
の
あ
り

方
や
産
業
と
国
土

・
自
然
と
の
か
か
わ
り
を
知
る
。
日
本

人
の
暮
ら
し
の
現
場
や
日
本
の
社
会
、
産
業
、
日
常
生
活

が
営
ま
れ
て
い
る
現
状
も
わ
か
っ
て
く
る
。
国
立
公
園
は

た
ん
に
自
然
体
験
の
場
で
は
な
く
て
、
日
本
体
験
、
日
本

文
化
体
験
で
も
あ
る
。
日
本
の
国
立
公
園
が
誇

っ
て
よ
い

「価
値
」
の

一
つ
は
こ
れ
だ
」
(白
幡
洋
三
郎
)
。

こ
れ
こ
そ
日
本
の
国
立
公
園
の

「景
観
保
護
地
域
」
的

な
特
性
を
ズ
バ
リ
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
こ

こ
で
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
の
は
、
箱
根
や
瀬
戸
内
海
な

ど
、
本
州
の
国
立
公
園
の
姿
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
北
海

道
の
国
立
公
園
は
、
絶
対
に
こ
の
指
摘
に
当
て
は
ま
ら
な

い
。
北
海
道
は

「土
地
が
広
く
人
口
密
度
も
低
く
、
開
発

の
歴
史
は
浅
く
原
始
的
な
自
然
が
残

っ
て
い
る
」
の
が
特

徴
で
あ
る
。
国
立
公
園
内
に
ど
の
程
度
の
原
始
的
自
然
が

残

っ
て
い
る
か
の
目
安
に
使
え
る
も
の
に
、環
境
省
の
「緑

の
国
勢
調
査
」
に
よ
る

「植
生
自
然
度
」
が
あ
る
。
こ
れ

は
植
生
に
対
す
る
人
間
の
働
き
か
け
の
程
度
を
表
し
た
も

の
で
、
こ
こ
で

「自
然
植
生
」
(植
生
自
然
度
9
・10
)
と

い
わ
れ
る
も
の
が
多

い
ほ
ど
原
始
的
な
環
境
を
保
持
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
知
床
国
立
公
園
の
自
然
植
生

は
九
五
%
、
釧
路
湿
原
国
立
公
園
九
〇
%
に
対
し
て
、
雲

仙
天
草
国
立
公
園
は
五
%
に
す
ぎ
な
い
。

ま
た
地
域
制
の
国
立
公
園
は
私
有
地
を
含
ん
で
い
る

が
、
北
海
道
の
六
国
立
公
園
の
国
有
地
率
は
九
〇
%
で
あ

る
の
に
対
し
、
北
海
道
以
外
の
二
二
国
立
公
園
の
国
有
地

率
は
五
三
%
に
す
ぎ
な
い

(北
海
道
を
含
む
全
国
平
均
は

六
二
%
)。
個
別
に
見
れ
ば
大
雪
山
国
立
公
園
は
九
五
%
、

知
床
国
立
公
園
九
四
%
で
あ
る
の
に
対
し
、
伊
勢
志
摩
国

立
公
園
は
○

・
三
%
に
す
ぎ
な
い
。
さ
ら
に
国
立
公
園
内

で
最
も
厳
格
に
開
発
規
制
を
行
う
特
別
保
護
地
区
、
す
な

わ
ち
ウ
ィ
ル
ダ
ネ
ス
が
保
証
さ
れ
る
地
区
は
、
知
床
国
立

公
園
の
六

一
%
に
対
し
、
西
海
国
立
公
園
は
○

・
三
%
に

す
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を

一
位
か
ら

一
〇
位

ま
で
整
理
し
た
の
が
表
1
で
あ
る
。

と
く
に
こ
こ
で

「国
有
地
率
」
に
注
目
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
国
立
公
園
内
の
国
有
地
と
い
う
の
は
、
事
実
上
は

林
野
庁
所
管
の
国
有
林
と
み
な
し
て
差
し
支
え
な
い
。
す

な
わ
ち
大
雪
山
の
九
五
%
は
国
有
林
で
、
表
1
に
は
表
わ

れ
て
い
な
い
が
、
四
%
余
り
は
道
有
林
で
あ
る
。
も
し
大

雪
山
国
立
公
園
内
の
国
有
林
と
道
有
林
の
経
営
目
的
が
、

国
立
公
園
の
目
的
と

一
致
す
れ
ば
、
そ
れ
は
地
域
制
の
国

立
公
園
で
あ
り
な
が
ら
、
事
実
上
は
営
造
物
の
国
立
公
園

と
し
て
機
能
す
る
の
で
あ
る
。
北
海
道
の
六
国
立
公
園
の

国
有
地
率
は
九
〇
%
だ
か
ら
、
も
し
そ
の
国
有
林
の
経
営

目
的
が
国
立
公
園
と

一
致
す
れ
ば
、
北
海
道
の
国
立
公
園

区
域
の
九
〇
%
は
営
造
物
と
し
て
機
能
す
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
従
来
の
国
有
林
の
経
営
目
的
は
木
材
生
産
第

一
だ

っ
た
か
ら
、
国
立
公
園
内
で
も
木
材
生
産
の
た
め
の

国立公園の国有地率 ・自然植生率などのランキング表1

順 位
公園面積

千ha

国有地率
%

特別保護地区率
%

自然植生率
%

1 大雪山 227 大雪山 95 知床 61 知床 95

2 上信越 189 知床 94 小笠原 41 釧路湿原 90

3 磐梯朝日 186 十和田 93 利尻礼文 38 中部山岳 90

4 中部山岳 !74 支笏洞爺 89 白山 37 大雪山 90

5 日光 140 中部山岳 89 中部山岳 37 南アルプ 90

6 秩父多摩 126 磐梯朝日 87 南アルプ 26 白山 85

7 富士箱根 122 阿寒 87 釧路湿原 24 十和田 85

8 支笏洞爺 99 小笠原 83 霧島屋久 22 小笠原 80

9 阿寒 90 利尻礼文 83 大雪山 16 西表 80

10 十和田 85 上信越 75 十和田 16 支笏洞爺 75

最下位 小笠原 6 伊勢志摩 0.3 西海 0.3 雲仙天草 5

28公 園平均 73千ha 62% 13% 60%

(環境省資料から作成)
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森
林
伐
採
が
行
わ
れ
た
し
、
と
く
に
国
有
林
は
独
立
採
算

の
特
別
会
計
で
、
永
年
に
わ
た
り
赤
字
経
営

に
陥

っ
て
い

た
の
で
、
赤
字
解
消
の

一
助
と
し
て
の
森
林
伐
採
も
行
わ

れ
て
き
た
。
知
床
森
林
伐
採
問
題
は
、
そ
の
象
徴
だ

っ
た
。

し
か
し
国
有
林
の
経
営
は
累
積
債
務
が
三
兆
八
千
億
円
に

も
達
し
、
つ
い
に
自
力
で
の
経
営
改
善
が
で
き
な
く
な

っ

た
た
め
、
九
九

(平
成

一
一
)
年
か
ら
国
有
林
経
営
は
抜

本
的
な
改
革
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
累
積
債
務
の
大
部
分

を

一
般
会
計
か
ら
返
済
し
、
国
有
林
は

「国
民
の
森
林
」

に
生
ま
れ
変
わ
り
、
木
材
生
産
第

一
か
ら
、
公
益
的
機
能

第

一
に
転
換
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
と
連
動
し
て
、

「林
業
の
総
生
産
の
増
大
」
を
第

一
に
掲
げ
た
林
業
基
本
法

は
、
「森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
」
を
掲
げ
る
森

林

・
林
業
基
本
法
に
抜
本
改
正
さ
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
て

道
有
林
の
経
営
目
的
か
ら
木
材
生
産
が
消
え
た
。

国
立
公
園
内
の
国
有
林
経
営
が

「公
益
的
機
能
第

一
」

を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
は
当
然
、
国
有
林
の
経
営
目
的
と
国

立
公
園
の
目
的
を

一
致
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
現
在

の
国
立
公
園
計
画
は
、
木
材
生
産
第

一
の
当
時
に
決
定
さ

れ
た
の
で
、
ま
だ
国
立
公
園
内
で
の
森
林
伐
採
が
可
能
と

な

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
は
国
有
林
お
よ
び
道
有
林
の

経
営
目
的
と
、
国
立
公
園
の
目
的
を

一
致
さ
せ
る
こ
と
が

課
題
で
あ
る
。
そ
う
し
た
観
点
か
ら
表
1
を
眺
め
て
み
る

と
、
北
海
道
の
国
立
公
園
を
始
め
と
し
て
、
東
北

・
中
部

山
岳
地
帯
の

一
部
の
国
立
公
園
が
、
地
域
制

で
あ
り
な
が

ら
、
公
園
区
域
の
大
部
分
が
事
実
上
の
営
造
物
と
し
て
機

能
す
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

そ
う
す
れ
ば
I
U
C
N
が
定
め
る
国
立
公
園
の
、
「②
公

園
目
的
以
外
の
開
発
や
居
住
を
排
除
」
に
近
づ
く
こ
と
が

で
き
、
日
本
的
な

「景
観
保
護
地
域
」
と
は
異
な
る
、
国

際
的

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
適
合
し
た

「国
立
公
園
」
と
な
り

得
る
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
上
で

「③
自
然
を
損
わ
な
い

範
囲
の
利
用
が
可
能
」
の
利
用
方
法
を
考
え
る
べ
き
で
あ

る
。
そ
れ
は
従
来
か
ら
国
立
公
園
の

一
部
で
見
ら
れ
た
大

型
観
光
バ
ス
に
よ
る
団
体
利
用
で
、
ホ
テ
ル
の
宴
会
で
夜

遅
く
ま
で
さ
わ
ぎ
、
昼
は
窓
外
の
自
然
景
観
を
楽
し
む
こ

と
も
な
く
バ
ス
の
中
で
居
眠
り
、
な
ど
と
い
う
利
用
形
態

で
は
な
く
、
小
人
数
が
静
か
に
国
立
公
園
の
野
生
を
楽
し

む
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
的
な
利
用
を
目
ざ
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
う
し
た
意
味
で
、
環
境
省
と
林
野
庁
が
「
二
人
三
脚
」

を
組
ん
で
、
二

一
世
紀
の
国
立
公
園
の
質
的
充
実
を
目
ざ

す
こ
と
を
強
く
望
み
た
い
。
ま
た
国
定
公
園
に
つ
い
て
も
、

北
海
道
の
国
定
公
園
は
国
立
公
園
と
類
似
の
特
徴
を
も

っ

て
い
る
の
で
、
そ
の
特
性
を
伸
ば
す
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

な
お
本
節
の
冒
頭
で
、
釧
路
湿
原
国
立
公
園
は
日
本
最

後
の
国
立
公
園
と
い
う
話
を
紹
介
し
た
が
、
実
は
北
海
道

の
自
然
に
は
、
ま
だ
国
立
公
園
に
な
り
得
る
地
域
が
あ
る

と
私
は
考
え
て
い
る
。
そ
の
①
は
、
旦
局
山
脈
襟
裳
国
定

公
園
と
、

一
八
景
勝
地
に
入

っ
て
お
り
現
在
は
道
立
自
然

公
園
と
な
っ
て
い
る
夕
張
岳

・
芦
別
岳
を
合
体

さ
せ
た

ウ
ィ
ル
ダ
ネ
ス
の
国
立
公
園
で
、
こ
れ
も
国
有
林
が
占
め

る
割
合
が
多
い
の
で
、
I
U
C
N
の

「国
立
公
園
」
と
な

る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
②
は
、
や
は
り

一
八
景

勝
地
に
入

っ
て
お
り
、
現
在
は
野
付
風
連
道
立
自
然
公
園

と
な

っ
て
い
る
風
蓮
湖
と
、
厚
岸
道
立
自
然
公
園
と
な

っ

て
い
る
厚
岸
湖
、
霧
多
布
湿
原
な
ど
を
、
釧
路
湿
原
国
立

公
園
に
合
体
さ
せ
た
東
北
海
道
ウ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
立
公

園
で
あ
る
。

さ
ら
に
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、

一
八
景
勝
地
に
入

っ

て
い
る
色
丹
島
で
あ
る
。
こ
れ
は
北
方
領
土
問
題
の
解
決

が
前
提
と
な
る
が
、
色
丹
島

・
国
後
島

・
択
捉
島
と
、
そ

の
周
辺
の
海
域
は
、
知
床
の
世
界
自
然
遺
産
候
補
地
と
連

動
し
て
、
ウ
ィ
ル
ダ
ネ
ス
の
国
立
公
園
を
視
野
に
入
れ
て

お
く
べ
き
で
あ
る
。

参
考
文
献

俵
浩
三

「自
然
公
園

・
特
別
保
護
地
区
・
特
別
地
域
」
(沼

田
真
編

「自
然
保
護

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
朝
倉
書
店
、

一

九
九
八
)

俵
浩
三

「支
笏
洞
爺
国
立
公
園
の
歴
史
」
(「支
笏
洞
爺
国

立
公
園
指
定
五
〇
周
年
記
念
誌
」
支
笏
洞
爺
国
立
公
園

連
絡
協
議
会
、

一
九
九
九
)

俵
浩
三

「知
床
は
ど
の
よ
う
に
し
て
国
立
公
園
と
な
っ
た

の
か
」
(モ
ー
リ
ー
、
第

一
〇
号
、
二
〇
〇
四
年
七
月
)

俵
浩
三

「大
雪
山
国
立
公
園
の
七
〇
周
年
に
寄
せ
て
」
(国

立
公
園
、
第
六
二
八
号
、
二
〇
〇
四
年
十

一
月
)

.地穣嫉園公:鉱顧

阿寒

鰯碧繊懸翻 公姦蟻嘩 闘

17


